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１．本プロジェクトの趣旨 

 近年、ジオパーク 新聞やテレビなどの話題に上ること 増えてきた。ジオパークとはユネスコ 提

唱した、世界遺産の地形・地質版で、科学的に貴重な地形・地質や、景観として美しい地形・地質を生

かした「大地の公園」である。2013年 4月現在で、わ 国には世界ジオパーク 糸魚川や島原半島など

5カ所、日本ジオパーク 隠岐や白滝、磐梯山、秩父、伊豆半島など 20カ所認定されている（世界ジオ

パークを除く）。各ジオパークでは、地形・地質をテーマにした野外巡検や講演会の開催を始めとしてさ

まざまな催し 行われ、参加者に好評を博している。 

 しかしジオパークの内容は地形・地質だけにとどまらず、変わった地形・地質の上に成立した特異な

生態系や、人間 作り出した生活様式、棚田のような文化景観、あるいは神社などの歴史遺産も含んで

いる。このようなジオパークの理念は、筆者 日頃から主張してきた地生態学の考え方と重なる点 多

い。 

 ジオパーク活動では、巡検参加者は野外にでて、山や海岸などの素晴らしい景観に接したり、地層や

滝、渓谷、植生などを観察したりする。それによって、参加者は地球の歴史を体感すること できる 、

そうした体験は自然に対する関心を高める上で、大きな効果をもっていること 明らかになっている。

そのため、ジオパーク活動は、わ 国の学校教育では手薄な分野になっている、自然史教育においても

大きな貢献をすること できると期待される。 

 また現在の理科教育では、自然現象を天文、気象、岩石、地形、動物、植物などさまざまな要素に分

解し、その一つ一つを個別の現象として教えている。このため、児童生徒は、自然 様々な現象の時間

的、空間的なつな りによって構成されているということをなかなか理解できない。それに対して、ジ

オパーク活動では、現在の自然環境 、気候、地形、地質、土壌、水、生物など様々な要素 関連しあ

い、長い時間をかけて出来上 ったものであることを、専門家であるガイド ストーリー仕立てにして

教える。ストーリー仕立てにするのは、種々の要素 関連し合う自然の本質を分りやすく伝えること 

でき、自然に対する児童生徒の興味や理解 より深めること できるだろうと考えられるためである。 

 ここ 20 年ばかり、わ 国の学校教育では、「地球は病気だ」ということを繰り返し教育する、環境教

育 行われてきた。そのため、この間に教育を受けた児童生徒は、地球や自然の素晴らしさを知らない

まま大人になってしまった。その結果、彼らからは身の回りの自然や国立公園、国定公園などの自然に

ついての知識 欠如することになった。このことは国民としての教養 不足するだけでなく、長い人生

を生きていく上の楽しみの一つ 抜けてしまったことを意味している。ジオパーク活動はそうした教養

の不足を補ってくれる可能性を秘めており、今後、自然教育だけでなく、社会教育や生涯教育の一環と

しても重要な存在になると期待できる。本プロジェクトはそれに何らかの貢献をしたいと考え、企画し

たものである。 

 本プロジェクトの遂行にあたり、調査費の補助をいただいた東京学芸大学院連合学校教育研究科に感

謝申し上げる。 

 

2013年 3月 31日 

                   研究代表者 小泉武栄 
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２．プロジェクトの概要 

本プロジェクトでは、ジオパーク活動の進めるための一つの方策として、児童生徒や社会人を対象と

した野外観察用の活動のためのガイドブックを作成することを目標とした。全国には優れた自然を維持

している地域 多数存在する 、本プロジェクトでは、とくにすぐれた自然景観をもつ場所や、特徴的

な植物の生育地だけでなく、地域の宝物を探し出すという視点からも、何カ所かを選定した。 

ジオツアーのためのガイドブックを作成に当たって、私たち 目指したのは、自然の成り立ちの面白

さを、ストーリー仕立てにして参加者に伝えることである。これまでの自然観察では、動植物の名前を

教えたり、植物、動物、昆虫、地形、地質等を、個別の分野に分けて、解説したりするもの ほとんど

であった。それに対し、本プロジェクトでは、現在の生物の分布や生活の様子を、地形や地質、さらに

はそれら 形成されてきた自然史と関連付けて解説するということを目指した。レベル 高く、やや難

しいという難点 あるかもしれない 、この報告書を実際に現地に持っていき、ぜひ実物と対照してい

ただきたい。そうすることにより、自然の歴史の面白さ、自然の成り立ちへの驚き、など 体験できる

はずである。 

本報告書はいずれもう少し形を整え、ガイドブックに編集し、一般向けの書物として刊行できればと、

考えている。 
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飯豊山 －細長い県境は自然の宝庫－ 
小泉武栄 

 

飯豊山亜は、磐梯朝日国立公園に含まれてい

るものの、正直にいって、ここは普通の観光客

 訪れる場所ではない。日本百名山のなかでも

とくに苦しい登山を強いられる山で、現地にた

どりつくの 大変だからである。しかし、この

山の素晴らしい自然を放っておくのはもった

いないので、あえて紹介することにした。それ

に、地図マニアには、次のエピソードでちょっ

と有名な場所になっている。 

 

◆奇妙に細長い県境 

福島・山形・新潟三県の県境は、奇妙な形をしている。三国岳でまさに三国（県） 接しているよう

にみえる 、実際はそこから北に幅約 30ｍほどの細長い福島県 ストローのように山形・新潟両県へく

いこみ、飯豊本山の先まで延々7.5km も続いている（図１のアミ け部分）。山頂にある飯豊山神社の領

有を主張した福島県側 、新潟県との県境紛争に勝ち、参道＝登山道部分だけ 福島県になってしまっ

たらしい。 

 

  

写真 1 夏でも残雪の多い飯豊山の主稜線 
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◆小型の山脈・飯豊山地 

飯豊山は名前からだと一つの山のようにみえる 、飯豊本山（2105m）を主峰とする小型の山脈で、通

常は飯豊山地と呼ばれている。最高峰・大日岳（2128m）の他、北西側から門内岳（もんないだけ）、北

股岳（きたまただけ）、梅花皮岳（かいらぎだけ）、烏帽子岳（えぼしだけ）、御西岳（おにしだけ）、飯

豊本山、草履塚（ぞうりづか）、種蒔山（たねまきやま）、三国岳といった標高 2000m 前後のピーク い

くつも連なる山岳地域である。主稜線は小さくうねりな ら、北西から南東方向に伸び、そこからいく

つもの長い支脈を派生させている。 

 稜線は北東側か急で、南西側 なだらかな非対称山稜 多い。ところどころに野球のできそうなほど

広い平坦地も存在する。これはかつての小起伏面の名残で、急な隆起に   追いつかないために生じ

たものだろうと考えられる。地質はおもに花岡閃緑岩からなり、一部に古生層 分布する。 

 岩山と湿性草原飯豊山地は、飯豊本山と御西岳の間（図１左上の破線の曲線）で、性格 大きく変化

する。飯豊本山を含む南西側つまり会津側は、岩山 卓越し、ところどころに砂礫圸と乾性草原を交え

る風景（写真 2～4） 続いている。他方、御西岳の西北側は、残雪と湿性草原 広 り（写真 5～7）、

典型的な偽高山帯（日本海側の多雪山地にのみ分布する亜高山針葉樹を欠いた植生帯）の景観を示す。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2砂礫地と乾性草原 広 る飯豊山南部稜線． 

切合小屋付近． 

写真 5 湿性草原にみられたニッコウキスゲ 

写真 3 砂礫地にみられたタカネマツムシソウ 

写真 4 乾性草原にみられたヨツバシオガマ 

写真 6 湿性草原と雪 凹地 御西岳周辺 
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その違いはきわめて明瞭なものである。両者を観察するには飯豊山地を縦走するしかない 、苦労す

るだけの価値は十分にあるから、自然の好きな人はぜひ試みていただきたい。ただ、標高差 大きく、

転落・滑落の危険のある岩場や雪渓もあるので、経験豊富な人と同行してほしい。 

 今回の飯豊山登山は、会津盆地西北端の川人集落（旧山都村・現在は喜多方市）から入山し、前述の

奇妙な県境の登山道をたどって、飯豊山をめざした。登ったのは 2011 年の８月初句である。 

 

◆ブナ林の急登 

 川人集落から車で長い谷をさかのぼり、海抜 500ｍほどの登山口に到着。ここから支尾根に取りつき、

地蔵山への登りにかかる。標高差 1000m を超す急登である。 

 途中はみごとなブナ林になっている。直径ｌｍ近い大木、直径 20～30cm のもの、もっと若い個体、さ

らには幼樹と、さまざまな年代のブナ そろっており、ブナ林の更新 うまくいっていることを示して

いる。さす は日本を代表する多雪山地である。林床にはササはある 、まばらでブナの更新の邪魔に

はなっていないようである。 

 山の表層地質は真砂化した花崗岩で、登山道は深くえぐられた急な部分と、平坦で歩きやすい部分 

交互に現れ、いわば階段状になっている。なぜこうなるのかよくわからない 、河川の遷急点の現れ方

によく似ている。 

 地蔵山でようやく主稜線に出た。地蔵山直下の登山道脇で、基盤の割れ目から豊かな地下水 出てい

る。すぐ背後は稜線なので、なぜ地下水 出るのか、不思議である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆露出する岩盤 

－氷河地形の可能性 

主稜線はそれまでとは一転して岩盤 露出し、危険な岩場歩き 連続する。標高はブナ帯の上限から亜

高山帯下部にあたっている 、針葉樹林は欠除しているため、代わってリョウブ、ミヤマナラ（ミズナ

ラの低木）、ヤハズハンノキ、ミヤマハンノキなどの低木 優勢である。 

 岩尾根歩き 続き、大きな岩盤を登りきると、剣ケ峰である。ハイマツも現れた。すぐに三国山への

登りにかかる。左前方に三国山を仰ぎな ら登っていくと、支尾根との間の浅い谷間にできた、ツルツ

写真 7 残雪と湿性草原 広 る飯豊山北部稜線． 

山は北殷岳．小屋の右は梅花皮沢源頭のカール． 

写真 8 ツルツルに磨かれた岩盤． 

氷河 けずった可能性 ある三国岳南東斜面． 
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ルに磨かれた岩盤 目に入るようになってきた（写真 8）。傾斜は 30 度くらいで、それほど急ではない 、

斜面長にて 200ｍ余りにわたって花崗岩の岩盤 露出している。アバランチシュート（雪崩による  地

形）に似ている 、表面は風化して赤く変色しているので、現在形成中の地形ではない。おそらく氷期

の氷河 つくったものだろう。稜線に近い場所でも、みごとな擦痕（写真 9） あったので、間違いない

と思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飯豊山に氷河 あった可能性については、米地文夫

（1）や五百沢智也（2）をはじめ、何人か 指摘して

おり、この岩盤だけでなく、三国山の北方稜線沿いに

も氷 によってできたとみられる岩盤や小さなカー

ル状の地形 あり（写真 10）、大雪渓のある梅花皮沢

にも氷河起源と考えられるカール（写真７）や堆積物

や迷子石（写真 11） あるから、氷期には広い範囲に

氷河 存在したとみられる。 

三国山と種蒔山を結ぶ稜線北東側には、そうした氷

河起源と思われる地形 多数存在し、現在ではキンコ

ウカなどの湿性草原に覆われている。 

種蒔山を越えると、残雪と雪田植生か目立つようになってきた。  から免れた山頂部のなだらかな

部分に、雪の吹き溜まり でき、雪 凹地 できている（写真 13）。残雪のまわりの雪 消えたばかりの

ところには、ショウジョウバカマ 新芽を伸ばし、その周辺ではイワイチョウやハクサンコザクラ 生

育を始めている。その外側ではカラマツソウやモミジカラマツ、シラネアオイなど 開花の準備をして

いる。ニッコウキスゲの姿もみえる。みごとな同心円状の植生分布である。残雪の横の小さな高まりに

はアオノツガザクラとチングルマの群落 できている。ここは消雪後、やや乾燥する場所なのだろう。

似たような小さな残雪 沢ごとにできている。 

 残雪のあるところ なぜ凹むのか。これについては小林詢の上越・平標山の調査 あり、雪解け水に

よる  はほとんどないという。雪解け 極端に遅れるところは、植物の生育 困難で裸地になるため、

秋口に雨水による   起こり、それで凹み できるらしい。 

写真９ 岩盤についた擦痕．三国岳南東斜面 写真 10 カール状の地形．三国岳付近 

写真 11 迷子石らしい巨礫．石転ビ沢． 
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◆観光登山への疑問 

 長い一日 終わり、切合小屋についた。稜線に出てからの

登り降り けっこうあるので、初日の登りを合算すると

1700m くらいになる。やはりきつい山である。 

 この日、自然観察中の私たちを追いぬいていった旅行社主

催のグループ あり、彼らはさらに 300ｍ登って飯豊本山小

屋に泊まるのだという。参加費を安くするために、こういう

無理な日程を組むのだそうだ 、途中なのにすでに疲れはて

ていた。危険だし、天候 悪くなったら遭難しかねない。費

用 かかっても、もう少し余裕のある登山 できないものかと

思ってしまう。 

 他方、三角点測量のために山頂をめざす技師たちもいた。Ｇ

ＰＳを用い、東日本大震災で移動した可能性のある三角点を夜

間に計測するのだそうだ。限られた調査日程のなか、彼らも苛酷な山登りをしていた。 

 

◆自然を観察しな ら歩く 

 翌日はいい天気である。谷のむこうに大日

岳や御西岳 よくみえる。残雪 多い。草履

塚との鞍部は平坦地になっていて広い砂礫

地 何力所も広 っている（写真 2）。あま

りに広いので、砂礫圸はハイマツを燃料とし

て取り去った後にできた人為的なものか、そ

れとも自然にできたものなのかと議論にな

った 、一帯 強風地にあたっており、元々

ハイマツはなかったはずだということから、

自然のものだろうということになった。 

 砂礫地にはところどころにコアボルダー

とみられる丸みをおびた岩 転 っており、

岩盤になっているところもある。どうやら花

崗岩に入った節理の多寡 原因で、風化 進

んだ部分と硬い基盤の部分 交互にでき、風化の進んだ部分に砂礫地 発達したらしい。砂礫地の縁の

部分や岩の陰に、タカネマツムシソウの群落（写真 3）とコキンレイカの群落 あり、満開できれいであ

った。マルバシモツケの群落、ガンコウランの群落もある。 

 草履塚への登りは風背斜面を通っており、イワイチョウやチングルマ、ハクサンコザクラなどからな

る湿性の植物群落のなかを行く。花はきれいだ 、花崗岩の深層風化 進み、沢や登山道 そこを深く

えぐっているために、深い溝 でき痛々しい感じ する。雪解け 早いところにはベニバナイチゴやハ

イマツ 生育している。 

 

写真 12 自然観察中の一行（中央は筆者）．表
層の岩礫の不安定な部分にミヤマウスユキソウ 分

布することに気づき（後述），現場でさっそく議論に．

こんな調子で，歩みは遅い 自然をよく観察しな ら

山を歩いている． 

写真 13 雪 凹地と同心円状の植生分布．残雪のまわりの雪 

消えたばかりの部分は新芽を伸ばし，早くに雪から開放された

部分では緑 濃くなり，高山植物 開花を始めた． 
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◆信仰登山の山 

 草履塚の頂上に着く。ようやく飯豊本山 正面にみえた。草履塚の名は飯豊山への参拝にあたって、

ここで身を清めるために草履を履さかえだことに由来するという。 

 この後、山頂の飯豊山神社まで、信仰登山に由来する地名 いくつか登場するのもおもしろい（姥権

現、御秘所など）。順にたどりな ら、自然を観察していく。 

 

◆ウスユキソウの生息環境 

 草履塚からの下りは一転して風の強い斜面になり、再びタ

カネマツムシソウの群落 現れる。イブキトラノオやヨツバ

シオガマ （写真４）の群落もある。砂礫地も出てきた。途

中からは拳大から人頭大の礫と径数 10m の岩塊 混じった

岩礫地に変化し、それに対応してミヤマウスユキソウ（写真

14） 分布するようになった。礫 緩んでやや不安定になっ

たようなところに、とくに多く出現する傾向 認められた

（写真 12）。イワウメやウラシマツツジのつくったマットのな

かに生えていることも多い 、単独だったり、イワスゲと一

緒だったりするほう 居心地 いいらしい。姥権現 近づく

と、階段状構造土 みられるようになってきた。ミヤマウスユキソウやコキンレイカ 構造土の縁の部

分に生育している。 

 姥権現から本山への登りにかかる。最初に出会うの 御秘所の岩場である（写真 15）。北側 オーバー

ハングした危険な場所で、事故も起こっている。南側に鯔いた節理 発達し、北側 氷河で削られたた

めに、極端に非対称な稜線になったらしい。 

 その先は一時的に平坦地になり、階段状構造上や縞状の植被 みられる 、すぐに御前坂の登りにか

かる。全体 岩塊斜面になっており、その上を丈の低いハイマツやムカゴトラノオなどの草原 おおっ

ている。ところどころ不安定な礫地 あり、そこにはミヤマウスユキソウやイワスゲ 生育している。

タカネツメクサもある。通常こういう場所にはイワツメクサ 生育しているのでいささか不思議である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 14 ミヤマウスユキソウ． 

歌で有名なエーデルワイスの仲間 

写真 15 御秘所の岩場．左側は身

 すくむような絶壁．昔，修験者

 半身をのりだして修行をしたの

かもしれない． 
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◆固有種のイイデリンドウ 

飯豊本山小屋 近くなると、再び平坦な砂礫地 広かった。

小屋の横に飯豊山神社 あるので、山に敬意を表して参拝

する。ここから山頂までは標高差は小さく、なだらかな砂

礫圸と、基盤や岩塊地からなる高まり 何回も交代する。

また稜線 ほぼ東西に延びるため、ちょっとした環境の違

いを反映して植生はめまぐるしく変化する。 

 風の強い場所にはミヤマウスユキソウやウラシマツツ

ジ、ムツノガリヤス、それに３種類のコゴメグサなど 草

原をつくり、筆者 かつて報告したような、強風による植

被の破壊 植物相を豊かにするという現象 ここでも確認できた。やや風 弱いところには、固有種の

イイデリンドウ 小さいけれども美しい青い花をつけ（写真 16）、ガンコウランそのまわりを覆っている。

おもしろいことに、ここでは稜線をはさんで南北両側の 20～30m くらい下 ったところに湿性草原 発

達しており（写真 6）、ところどころに池塘 できている。じつに美しい風景である。 

 

◆残雪と湿性草原 

 山頂付近には岩塊斜面 発達し、

その先では階段状構造土もみられた

 、私たちはその先の弘法清水を目

してくだる。ここには、水の乏しい

稜線では貴重な湧き水かおる。大き

な残雪 あり、ヌマガヤやショウジ

ョウスゲからなる湿性草原やササ原

 、平坦地の広い範囲に展開する（写

真 17）。 

 岩山や乾性草原 卓越する飯豊山

南部の稜線から風景 一変し、残言

と湿性草原のひろ る風景 つづい

ている。ここではニッコウキスゲ（写

真 5、6）はササ原と湿性草原の境目

付近に、列状の群落をつくって出現する。なぜここに出るのか不思議である。 

 もっとゆっくり観察していたい 、時間 なくなってきた。私たちはここから山頂に引き返して‐９

合小屋に戻り、翌日同じ道をたどって下山した。 

 10 年ぶりの飯豊山はやはり素晴らしい山であった。 

[注] 

（1）米地文夫・木村喜代志・菊池寛治（1970）飯曁辿峰の地形、山形県総合学術調査会編 

『飯豊辿峰』所収。 

（2）五百沢智也（1974）空からの氷河地形調査、地理 19－２  

写真 16 イイデリンドウ． 

飯豊山にしか分布しない固有種． 

写真 17 偽高山帯のササや草原に覆われた平坦地． 

御西岳方面．左手の雪渓付近に弘法清水 ある． 
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立山 －火山と氷河のつくった山－ 
                              小泉武栄 

  

立山は古くは富士山、白山と並ぶ日本を代表する山岳信仰の山であった。冬場、富山湾から望む立山

連峰は白く輝いて神々しいほど美しく、かつて山岳信仰の山であったことを、私たちに納得させてくれ

る。しかしこの山は、立山黒部アルペンルートの開通以後は、年に 100 万年人もの客 訪れる大衆観光

の山に変化した。そのほとんど 夏の２，３カ月に集中するのだから、そのにぎわいは大変なものであ

る。とくに中継基地・室堂界隈は大勢の人 行きかい、人影 途切れること ない。 

アルペンルートの利用者には、富山方面から大町に抜ける（あるいはその逆コースを取る）観光客から、

剱岳や薬師岳へ登ろうとする登山者までさまざまだ 、夏山の最盛期に信州側から入ると、ロープウェ

イなどを乗り換える度に、１時間以上も待たされるという、困ったことになってしまった。利用する場

合は、遠くても富山側から入った方 賢いかもしれない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆火山と氷河の作ったこの山の生い立ちには火山

と氷河の両方 関わっていて、他に例をみない多彩

な山岳景観を作りだしている。たとえば表登山口で

ある富山側には、室堂付近にいくつもの温泉 ある

ほか、「地獄」と呼ばれる噴気地帯もある。「地獄」

では火山性のガスのために植物 生育せず、灰色の

荒涼とした景色 広 っている。シンボルは高さ 2m

ほどの硫黄と泥 固まってできた奇怪な形をした塔

だ （写真１）、これ この世の地獄であるという連

想を呼んだようで、近くにある赤い色をした湿原

（写真 2、これを血の池地獄と呼ぶ。あまり合って

図 1 立山の見どころ 1:50,000地形図「立山」平成 20年要部修正 

写真１山硫黄と泥 固まってできた奇怪な形をした塔 
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いない感じ する ）などを合わせて「地獄巡り」

と称するようになった。こういう感覚は私たちから

はもうなくなっている 、昔の信心深い人たちには

当然のことだったのだろう。 

地獄巡りのコースには、みくり 池（写真 3）など小

さくてきれいな池 いくつもある。いずれも火口に

水 たまったもので、火山活動の産物である。池巡

りは代表的な散策コースだ 、このコースではなぜ

かライチョウに出会うこと 多い。最近ではライチ

ョウも、人 多く歩いているようなところの方 、天

敵に襲われること 少ないということを、学習したの

ではないかという話である。 

弥陀ヶ原ホテル付近から下方には 20km 余りにわたって弥陀ヶ原の台地 続く。これは天狗山から国見

岳を経て浄土山に至る稜線の南にあったと想定されている、立山火山から噴出した大火砕流 作りだし

た溶結凝灰岩の台地で、日本最大の落差をもつ称名の滝（写真 4） かかっていること知られている。こ

の台地の下側半分はタテヤマスギの森 覆い（写真 5）、上半分には池塘の点在する高層湿原 できてい

る（写真 6）。立山火山は、現在では幻の火山となっており、中心部 崩壊してなくなっている。火山の

跡は「立山カルデラ」と呼ばれる、巨大な崩壊地になっていて（図１）、常願寺川の最上流にあたってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2「血の池地獄」と命名された赤い湿原 

実際は美しい場所である 

写真 3立山三山（中央奥）と「みくり 池」 
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一方、雄山（3000m）から真砂岳まで南北に延びる主稜線（写真 7）は古い時代の花崗岩からなり、氷

期にはそこから東西に氷河 延びていた。氷河の  した跡は内蔵助カール（写真 8）や山崎カール（写

真 3 国の天然記念物）となっている。室堂付近では溶岩層の上に礫層 堆積し、その上に大きな岩塊 

転 っている（写真９）。両方とも氷河 運んできた堆積物だと考えられている。カール内には現在も大

量の積雪 あり、その一部は越年生の氷体に変化している。内蔵助カールや剱岳東方の剱沢では最近、

氷体 流動していること 確認され、話題になった。以下、いくつかのトピックを順番に拾ってみたい。 

 

写真 4日本最大落差の滝「称名の滝」 

写真 5タテヤマスギの原生林 写真 6弥陀ヶ原の高層湿原と池塘 
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◆タテヤマスギの不思議な森 

 海抜 973m の美女平から室堂にかけてのバス道路は、弥陀ヶ原のなだらかな斜面をゆるゆると蛇行しな

 ら登っていく。途中の森林限界までは、両側のほとんど タテヤマスギの原生林である。スギは太い

ものでは直径 3m に達するもの ある。植林したものと違って、木のサイズ ばらばらだったり、巨木 

何本もまとまって生えていたりするの 特徴である。 

 タテヤマスギの森にはところどころブナ林 現れ、ブナ坂と呼ばれる辺りではまとまった森になって

いる。しかし全体としてみると、ブナはきわめて少なく、溶結凝灰岩 堆積してできた弥陀ヶ原の原面

上には分布しない。この程度の標高なら、白山あたりにみられるように全域 ブナ林になっているの 

普通だから、ブナ 少なく、タテヤマスギ 優占しているといのは、やはり異常であるといえよう。 

写真 7雄山から真砂岳まで南北に延びる主稜線 写真９氷河 運んできた堆積物 

写真 8 「富士の折立」から見下ろした「内蔵助カール」真白な稜線は真砂岳 
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 ところで称名の滝を見下ろす滝見台付近で、タテヤマスギの森の内部をよく観察すると、ネズコやゴ

ヨウマツ、コメツガなどの針葉樹 けっこう混じっていることに気 つく。いずれも岩角地や高層湿原

の回りのような、地形的・地質的条件の悪い場所によく生えている樹木である。早池峰山や尾瀬の至仏

山のような橄欖岩の山に発達する岩塊斜面にもよく見られる。 

 考えてみると、スギも同じような悪条件の立地に生える樹木である。つまり弥陀ヶ原の台地上に生育

している樹木は、すべて条件の悪い場所によく現れる樹種に限られているといえるのである。逆にいえ

ば、弥陀ヶ原の溶結凝灰岩の台地は、形成後 10 万年近い年月 経過しているのに、まだ樹木の生育にと

って良好な場所にはなっていないということである。厚い土壌を好むブナ 少ないのも当然のこととい

えよう。 

 筆者の見たところでは、弥陀ヶ原でブナ 生えているのは、溶結凝灰岩の流れの前面にできた崖の部

分（たとえばブナ坂）と、溶結凝灰岩の原面   されてできた小さい谷の斜面に限られている。こう

した崖や斜面では、地下水 しみ出し、地面は湿って厚い土壌 できやすい。そのため、ここではブナ

の生育 可能になっているのだろう。 

 

◆亜高山針葉樹林もない！ 

 タテヤマスギの森は標高 1600m くらい

から次第に高さを減じ、同時に風の影響を

受けて変形したもの 増えてくる。そして

1700m 付近になると、高さも太さも小さく

なり、突然、ナナカマドやダケカンバ、ミ

ネカエデ、ハッコウダゴヨウなどからなる、

高さ３～４ｍの低木林に変化する。この状

態はしばらく続き、次第に草原や湿原の割

合 増えてきて、開けた植生景観 展開す

る（写真 6）。ただ不思議なことに、ここ

でもシラビソやオオシラビソといった、通

常の亜高山帯の針葉樹林 現れることは

ない。 

 亜高山針葉樹林 出てくるのは、国民宿

舎立山荘付近まで上ってからである。宿舎の背後の立山カルデラへの展望台へ登る道沿いは、高さ 10m

くらいのオオシラビソの森になっている（写真 10）。ここの地質を調べたら、花崗岩であった。つまり溶

結凝灰岩地域からはずれると、本来の亜高山帯の針葉樹林 出てくるということである。 

 室堂付近では、高山植物のお花畑の中にハイマツやダケカンバ、ミヤマハンノキなどの低木 現れて、

高山帯本来の植生景観 展開する。ハイマツやダケカンバはネズコやゴヨウマツと同様、逆境に強い植

物であるから、溶結凝灰岩の台地上でも生育 可能になっているのであろう。  

 

 

 

写真 10 宿舎の背後の立山カルデラへの展望台へ登る道沿いは、

高さ 10m くらいのオオシラビソの森になっている 



17 

 

◆雄山に登る 

 立山といえば、まずは神社のある雄山を

目指す人 多い。でも雄山は花崗岩だけで

できている岩山だから、植物は少ないし、

自然の多様性も乏しい。した って室堂と

雄山の山頂の間をただ往復するのではもっ

たいないというものである。せっかく登る

のなら、少し足を延ばして最高峰である大

汝山（3015m）に登り、富士の折立を越えて

真砂岳に回るの お勧めである。そこから

先は剱御前小屋まで行き、雷鳥沢に降りる。

少し長帳場だ 、このルート沿いでは高山

植物も豊かになり、線状凹地も現れて地形

も多様になる。内蔵助カールもよく見える。

また富士の折立のすぐ北側で山容は一変し、岩山から砂礫質のザクザクした、なだらかな斜面 優勢に

なる（写真 11）。まさに真砂岳の名前 ぴったりの場所である。稜線の高度も くんと低下し、真砂岳を

つくる花崗岩 風化に弱いことを示している。なぜこうなったのか。信州大学の原山さんなら、真砂岳

は剱岳に焼きを入れて硬くしたマグマの作用から免れたからだ、と説明してくれそうだ 、では雄山辺

りの花崗岩はなぜ硬いのかという疑問 生じてきて、なかなか満足のいく答えは出ない。この辺りにつ

いては今後の研究を待つしかなさそうである。 

雷鳥沢は、ホウ雪崩の発生で沢の出口にあった小屋 吹き飛ばされ、たくさんの人 亡くなったとい

う悲劇の舞台になったところだ 、夏場は大型の高山植物 豊かで、下りには向いたところである。 

 

◆浄土山に登る 

立山に何度も登ったことのある人には、浄土山の

登山をお勧めしたい。この山は一ノ越の山小屋を挟

んで、雄山の反対側、つまり南西にある山で、かつ

ての立山火山の一部 残存したといえる山である。 

室堂から沢に沿った登山道を登り始めると、室堂の

平に向かって、かつての氷河 運んだと見られる岩

塊（写真 9） 散在しているの よく見える。岩塊

 あるだけで氷河の  の跡は見られないから、ご

く薄い氷河 広 っただけのようである。室堂平を

覆う礫層（玉殿礫層） 最終氷期極相期の氷河堆積

物だとすれば、この岩塊群は最終氷期末期の新ドリ

アス期くらいにあたる可能性 高い。 

写真 11 ザクザクした砂礫質の斜面  「富士の折立」

のすぐ北側で山容は一変し、岩山から 優勢になる 

写真 12 ツガザクラの群落 
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さて基盤岩は、登り始めたばかりの所には花崗岩 みられた 、途中から安山岩に変化した。急に板

状節理 現れるからわかりやすい。ここから火山の領域に入るわけである。ただしすぐに大きくわれた

岩塊斜面に移行する。 

登るにつれて大きな雪渓 現れ、その周囲にきれいなお花畑 展開する。チングルマ、シナノキンバ

イ、ハクサンイチゲ等 目立つ。ピンクの鮮やかな花をつけるツガザクラの群落（写真 12）もある。同

行した人たちには花の好きな人 多いので、皆歓声をあげた。 

ルートは頂上に行く前に、いったん立山カルデラ

の縁に近いところを通る。下は立山カルデラの中で

も一番奥に当たっており、深い谷になっているので、

こちら側のなだらかな斜面との間は、極端な非対称

山稜になっている。この縁の部分には、至るところ

にカルデラ側 数メートル程度落ちた崖（線状凹地）

 できている（写真 13）。崖はカルデラの縁に平行

なものだけでなく、それに直交するようなものもあ

る。そのうちに崩れ落ちる可能性 高い 、いつに

なるのか見当もつかない。 

浄土山の頂上はなだらかで、富山大学立山研究所

 ある。周囲は乾性のお花畑になっている 、地形の

微妙な違いを反映してさまざまな植物 生えていて

面白い。 

浄土山からの一ノ越への下りは、礫地になっていて、新しい高山植物 次々に現れ、実に楽しいとこ

ろである。途中から地質 花崗岩に変化し、急に小さい家ほどもある岩塊の集積したところになった（写

真 14）。なぜこんなに巨大な岩塊 生産されたのかわからない 、この変化には驚かされた。 

このコース、地質も植生も実に変化に富んでいてお勧めである。運 よければ、オコジョなどの動物に

会うこともできる。特に険しいこともないし、危険な場所もないから、雄山よりはるかに安全である。

ぜひ訪ねていただきたいと思う。 

  

写真 13 カルデラ側 数メートル程度落ちた崖 

（線状凹地） 

写真 14  

浄土山の下りでみられる岩塊群 
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北長門海岸 －火山と海岸   作り出した比類のない自然－ 

                           小泉武栄 

 山口県の観光地といえば、誰も まず秋吉台をあげるだろう。言うまでもなく、日本を代表するカル

スト台地で、教科書にも載っている。よく知られた観光地である。ではその次はというと、これは意外

にてこずるかもしれない。おそらく毛利藩のあった萩市か、戦国時代に大内氏の本拠地であり、幕末に

は長州藩 移転した山口市、あるいは岩国の錦帯橋といった、歴史を主題とするところ 候補地として

出てくるのではないかと思われる。しかしな らこうした歴史をテーマにする観光地とは別に、山口県

の北部には、海岸と火山を中心とした素晴らしい景勝地 ある。一帯は「北長門海岸国定公園」に指定

されている 、地味な所で、須佐のホルンフェルス大断崖以外はあまり知られていない。しかし先般、

訪ねてみて、ここもジオパークにふさわしい大変な所であることを知った。遅ればせな ら、紹介した

い。 

 

 

◆阿武単成火山群                                

 萩市から北側にある阿武町にかけての海岸部から内陸の旧むつみ村（現在は萩市に合併）にかけて、

合わせて 50ほどの小さい火山の密集地域 ある（図 3）。これを阿武(あぶ)単成火山群と呼んでいる。こ

の火山群は火山学者か本格的な火山マニア以外、ほとんどの人 知らない。地元の人もおそらく知らな

いのではないかと思われる。それ以前に、あんなところに火山 あったかなあ、というの 多くの人の

正直な感想であろう。中国地方の火山といえば、大山(だいせん)以外は出てこないの 普通だからである。

島根県中部にある三瓶山(さんべさん)（1126m）、鳥取・兵庫の県境にある扇ノ山(おうぎのせん)（1310m）、

萩六島 

図 1北長門海岸の範囲と、萩六島、笠山 

カシミール 3D（実業之日本社）付属 1：200,000 数値地図 

 

0 5km 
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兵庫県北部にある神(かん)鍋山(なべ

やま)（469ｍ）辺り 出てくればた

いしたものだ 、実は島根県の西端

に位置する津和野の町の背後に青野

山（908m）いう火山 あり（写真１）、

その西側に阿武火山群 あるという

わけである。つまり大山と三瓶山を

結ぶ火山フロントの南西への延長 

ここまで延びているということにな

る（図 2）。 

 阿武火山群については『日本の地

形 6 近畿・中国・四国』（東大出版

会）以外、記事 見当たらず、詳細 よく分からなかった 、地元・山口大学の火山学者・永尾隆志さ

ん 書かれた『萩の火山のひみつ－阿武火山群－』（図 4）という冊子 あり、参考にすること できた。

以下の記述にはこの本を参照した 、阿武火山群そのものについての研究論文自体 21世紀にはいってか

ら出初めており、最近になってようやく研究の始まったこと わかる。  

阿武火山群の多くは小さな玄武岩質溶岩台地で、直径数 100m、高さ 100m程度の平坦な台地を作る。ま

た安山岩質の溶岩の場合はよく似た溶岩平頂丘というものを作る（図 3）。いずれも千石台、平原台とい

うような、台のつく地名になっている。両者は形だけ見

ていては区別 つかない 、火山学者 溶岩の種類を調

べ、溶岩台地か溶岩平頂丘かを区別したらしい。 

2つのタイプの台地は、陸上では周囲の風景に溶け込ん

で、それほど目立たない。しかし海上では際だった景色

を作る。萩市北方の萩六島と呼ばれる、相島(あいしま)、

櫃(ひつ)島(しま)、大島、肥(ひ)島(しま)、羽島(はじま)、

尾島 それに当たり、平らな溶岩台地や溶岩平頂丘から

なる島 海上にいくつも点在しているのは、航空母艦の

群れを見るようで、壮観である（写真 2）。こんな景色は

今までみたこと ない。国内ではもちろん、世界的に見

ても、他に例 ないらしい。写真は後で紹介する笠山の

てっぺんから写したものだ 、海岸を走る道路からも、

次々に移り変わる島々の景色を楽しむこと できる。こ

この火山群は 21万年前から 6万年前にかけて陸上で噴

火したもので、その後、海寄りの一部の火山 海面上昇

によって沈水し、海に浮かぶようになったそうである。 
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溶岩台地はこの他、萩市のある入り江付近にも集中的に分布している。狐島と中ノ台、鶴江台は、現

在では阿武川による埋積や埋め立て工事により陸続きになっている 、かつては島であったこと 明ら

かである。因みに萩城のあった指月山は 1億年前の花崗岩からできていて、火山ではない。 

阿武火山群の中には、おむすび型に盛り上 った山もある。これはマグマのしぶき 冷えて黒や赤の軽

石（スコリア）となって堆積したもので、スコリア丘と呼ばれている。全部で 15ほどもあり、平らな火

山の多い中で目立つ山体を作っている。スコリア丘は海岸沿いよりも内陸の旧むつみ村付近に多く、地

名は伏(ふす)馬(ま)山とか鍋山、権現山とかいうように、山 つくものになっている。 

火山といえば、普通、富士山のような成層火山や阿蘇山のようなカルデラを思い浮かべる。こうした火

山は、同じ場所で数万年から数 10万年にわたって噴火を繰り返し、大きな火山体を形成する。このよう

な火山を複成火山と呼んでいる。一方、単成火山は１回の噴火でできた火山を指す。 

単成火山群は我 国ではここの他には、伊豆半島の東伊豆単成火山群と長崎県五島列島の福江単成火山

群しかない。した ってきわめて珍しいものだ 、ここの場合、数 100mから数 km間隔で、マグマ 

流出し、溶岩台地や溶岩平頂丘を作っているの 、特徴的である。 

この地域にはおそらく東西に広 る方向に引っ張りの力 働いており、それによって生じた割れ目に沿

って火山群 できたのだろう。ただなぜ溶岩 次々に場所を変えて流出したのかはよくわからないし、

溶岩の種類 場所によって変わることも不思議である。いろいろな謎に満ちた火山群だといえよう。 

 ちなみに阿武火山群の東には、青野山を中心とする「青野火山群」 分布し、その数は 10数個に達す

る。先端は瀬戸内海に面する周南市付近にまで達している（図 1）。こちらも単性火山群だ 、マグマの

粘性 高いため、もっぱら溶岩円頂丘になっている。平坦な火山の多い阿武火山群とは性格 対照的で、

これも不思議である。 

 

  

写真 2 航空母艦が並んでいるかのような萩六島の眺め 写真 1 津和野の東部にそびえる青野山 

図4 冊子「萩の火山のひみつ」 
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◆笠山 

萩市の北東にある笠島は平らな溶岩平頂丘だ 、島の真ん中を貫いて噴火 あり、平頂丘の上にスコ

リア丘（笠山、112m） 載る形になった（写真 3）。この形 、昔女性 市にでかけるときにかぶった一

女(いちめ)笠( さ)に似ているので、笠山という名前になったという。 

山頂には直径 30mほどの火口 あり（写真 4）、噴出したスコリアを観察すること できる（写真 5）。

噴出は１万年前に始まり、8800年前に終わった。阿武火山群の中では一番若い火山である。基盤の溶岩

の流れたところは椿園になっている 、林内では溶岩の作る「溶岩じわ」などの地形もよく観察できる。

風穴もあり、溶岩のブロックの隙間から冷たい風 流れ出している。筆者は見なかった 、風穴の回り

にはコタニワタリなどの寒地性植物 生えているという。またタチバナの自生北限地であり、コウライ

タチバナも生えている。こちらは両方とも確認した 、植物の分布の点でもなかなか面白いところであ

る。 

海岸でも溶岩じわの他、溶岩堤防など、火山活動に伴う地形 みられる。そのすぐ上にクロマツの大木

 生えているのは壮観である。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真 3 一女笠の形をした萩の笠山 

写真 4 笠山の山頂にある火口 写真 5 萩の笠山のスコリア層 
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写真 6 白と黒のきれいな縞模様の「ホルンフェルス」大断崖 

写真 7 龍鱗郷 

◆須佐湾のホルンフェルス大断崖 

 阿武火山群の北側に須佐湾という小さな湾

 ある。ここに「畳岩」とか「須佐湾のホルン

フェルス大断崖」と呼ばれる、縞々模様のきれ

いな崖 ある（写真 6）。高さ 10mくらいしか

ない崖だ 、白と黒の縞模様 美しく、訪れる

人の多い観光地となっている。元々は 1500万

年ほど前に堆積した砂岩・頁岩の互層（須佐層

群）だった 、背後にある高山(こうやま)に斑

礪岩質のマグマ 貫入してきたため、砂岩・頁

岩の互層 熱で変成して硬くなり、波の  に

抵抗して崖を作っているのだという。白は砂岩、

黒は頁岩の層である。私たち 訪ねた時は猛烈な波で、畳岩の周囲は白く泡立っており、残念な ら一

番下の岩場まで降りることはできなかった 、この断崖の迫力は十分感じること できた。なおときど

き「大断層」と書いた記事 みられる 、これはいうまでもなく、間違いである。 

なお近年、ホルンフェルス化の度合い 強いのは高山に近い部分に限られ、畳岩ではそれほど顕著でな

いという調査結果 公になった。どうやら岩石 古くて硬いためということに落ち着きそうである。 

 

◆龍鱗郷 

 旧むつみ村と阿武町の境目に井良尾山（641m）と

いうスコリア丘 ある。この山の北麓から東麓にか

けてはかつて田万川 深い峡谷を作っていた 、約

40万年前、井良尾山で大規模な噴火 あり、溶岩は

田万川の谷を埋めな ら 14kmも流れ下った。数年

前、この溶岩を削る道路工事 あり、大きな切り通

し 作られた 、その際、玄武岩のみごとな柱状節

理 現れた（写真 7）。ここは今、龍鱗郷と名づけら

れ、新しい名所になりつつある。 

龍鱗郷に行く途中、田万川に沿う広大な平坦な段丘状の地形をみた。これは溶岩 谷を埋積して作りだ

した地形で、その後の  でそれを切った段丘 何段かできている。これも珍しく、かつ面白い地形で

ある。 

 

◆長門峡 

長門峡は「ちょうもんきょう」と読む。阿武川の上流にある峡谷である。この峡谷の形成にも火山活動

 関わっているというので、紹介したい。 

山口市から北東方向にある津和野市に向かって長く延びる谷 ある。中国地方西部の地質構造に支配さ

れた谷で、この谷を流れる阿武川の最上流は、元々は山口市東方の峠からこの谷に沿って流れ、津和野

を通って島根県の益田市で日本海に出ていたと推定されている。この川を古津和野川と呼んでいる（図 5）。 
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ところ 20～10万年前、山口県東部の阿東町から津和野市にかけての一帯で、青野火山群に属する溶岩

ドーム 多数活動を始め、古津和野川をせき止めてしまった。それによって谷には大きな湖 できた（古

徳佐湖）。しかし次第に水かさ 増え、溢れた水はついに１つ北側にある谷に向かって流れ落ち始める。

この川の  の結果、生まれたの 長門峡である。長門峡を流れる川は、基盤の凝灰岩や安山岩の層を

削りな ら、白い渦を作り、激しく流れている（写真 8）。なかなか見応えのある峡谷である。また流路

 大きく変わったのも面白い。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆青海島 

萩から西に海岸をたどると、長門市に至る。その北に青海(おうみ)島という島 ある。この島の北側の

海岸は断崖になっており、その前面にはたくさんの小島 あって、青く澄んだ海に白い波を立てている

（写真 9,10）。「海のアルプス」と呼ばれるほどの、北長門海岸を代表する素晴らしい景勝地である。 

青海島の付け根にある仙崎港は古くからの蒲鉾の生産地として知られるところで、私たちも適宜買い込

んだ 、この町は現在ではむしろ金子みすず（1903-1930）の生地として知られ、立派な記念館もできて

いて、観光客も多い。26歳という若さで死を選ばなければならなかったみすず 、現在では村興しに役

立っているの いささか皮肉である。 

北長門には従来から知られている海岸美に加え、阿武火山群という世界にも例のない素晴らしい宝物

 ある。ここも早くジオパークに立候補していただき、その素晴らしさを世に問うてもらいたいもので

ある。  

写真 8長門峡の激しい流れ 

写真 9 青海島の海岸 

写真 10 青海島の北海岸 
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玄武洞と丹後半島、大江山 

                               小泉武栄 

  

今回も海岸を中心に紹介したい。扱うのは山陰海岸ジオパークの

東部に当たる丹後半島と、大江山を中心とする一帯である。丹後半

島の北部海岸と天(あまの)橋立(はしだて)は若狭湾国定公園に含ま

れていた 、2007年に大江山と併せて丹後天橋立大江山国定公園

として分離独立している。 

 

◆城崎にて 

 丹後半島の旅は城崎(きのさき)温泉から始

めることにしたい。城崎は温泉に乏しい近畿

地方にあっては、有馬温泉と並ぶ貴重な温泉

であった。古代・中世には都の貴族たち は

るばる訪ねていったほどである。現在でも格

式の高い温泉旅館 軒を連ね、繁盛している。

ここを訪れた文人墨客や作家も多く、志賀直

哉の逗留した三木屋という旅館もある（写真

2）。直哉は山の手線の線路のそばを歩いてい

て電車にはねられ、大け をしてその療養の

ために城崎温泉にやってきた。そして「城崎

にて」という、有名な短文を書くのである。 

温泉街の中を円山川の支流にあたる幅 8ｍほ

どの川 緩やかに流れている。その川をさか

のぼり、街をはずれた山裾で、と書いてある

から、おそらく温泉寺辺りでのことであろう。

直哉は、直前に、喉に串を刺され川に投げ込

まれた鼠に子供や大人 石を投げているのを

見て、鬱屈した気分で散歩していた 、見下

ろすと川の石の上にイモリ いる。驚かそう

と何気なく石を投げたところ、それ イモリ

に当ってイモリは死んでしまう。自分 引き

起こした思わぬ事故に直哉は狼狽する 、自

身 事故で死に損なったことにも思い至り、

死について考えるという話である。 

  

豊岡盆地 

コウノトリの郷公園 

城崎温泉 久美浜湾 

小橋立 

玄武洞 

写真 1 展望台から見下ろした天橋立 

図 1城崎～玄武洞～豊岡盆地～久美浜湾周辺 

カシミール 3D（実業之日本社）付属 1：200,000 数値地図 

0 10km 
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写真 2 志賀直哉ゆかりの三木屋旅館 

写真 3 玄武洞 写真 4 清龍洞 

さて本稿は「観光地の自然学」であるから、まずはここに温泉 ある理由から考えてみよう。近畿地

方は最初にあげた２つの温泉以外には南紀白浜温泉 あるくらいで、基本的には温泉はないところであ

る。ではなぜここに温泉 出るようになったのだろうか。実は城崎温泉のすぐ南、6kmばかりのところ

に、柱状節理で有名な玄武洞 ある。これは 160万年ほど

前の火山活動で生じたもので、地下には火山活動を引き起

こしたマグマ まだ余熱を保っており、それ 温泉の熱源

になっているらしい。 

西日本では、フィリピン海プレート ユーラシアプレー

トの下に潜り込んでおり、それに伴ってできた火山フロン

ト 中国地方の北部海岸に沿うように延びている。大山や

前回紹介した阿武火山群や青野山火山群などは、この火山フ

ロントに沿って生じた火山である。城崎温泉に近いところでは、豊岡市の西南西に神鍋火山群 ある。7

つほどの単性火山からなり、一番新しい神鍋山(469m)は２万年ほど前に噴火している。 

 

◆玄武洞  

 玄武洞は城崎温泉から円山川を遡った右岸側の山麓にある洞窟（写真 3）である。ここには他に青龍洞

（写真 4）、白虎洞、南朱雀洞、北朱雀洞といった洞窟 ある。いずれも直径 50cmくらいの柱状節理 

よく発達している。江戸時代には石材として採掘され、その跡 洞窟になったという。青龍洞の柱状節

理は流れるような曲線を描き、とくに見事である。 

 玄武洞の名前のいわれは、江戸時代後期の儒学者・柴野栗山(りつざん) 1807年、ここを訪れ、中国

の伝説上の動物・玄武の姿に見えることから命名したという。玄武とは亀と蛇 合体したものだそうだ。

その後、明治初期の地質学者・小藤文次郎は、ここの岩石の名前を玄武洞から採って玄武岩とした。玄

武というのは色では黒を指すから、ちょうどよかったわけである。1926年には京大の松山基範博士 地

磁気の逆転を世界で初めて発見しており、玄武洞は科学史上も大事な場所となった。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆豊岡盆地と円山川 

 玄武洞をつくった火山活動は豊岡盆地の形成にも関わっている。豊岡盆地は円(まる)山(やま)川のすぐ

上流側に広 る盆地だ 、出口にあたるところにある玄武洞の溶岩 、円山川に狭窄部をつくっている
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写真 5 復活したコウノトリ 

ため、豪雨時には洪水 捌けてくれず、その度に豊岡盆地は湛水し、湿地や水たまりの多い盆地となっ

た。縄文海進時には盆地全体 浅い海になっていた。 

 湿地 多い条件を反映して、この盆地にはコウノトリ

の餌となる小魚やカエル 多く、昔荷物を運ぶ時に用い

た柳行李の原料となるコリヤナギ 至る所に生育してい

た。そのため、わ 国では野生のコウノトリ 最後まで

残る場所となった。また野生のコウノトリ 絶滅した後

は、中国から移入したコウノトリ 飼育され、放鳥され

た。現在、コウノトリの多くは谷津田に作られた「コウ

ノトリの郷公園」に住んでいる (写真 5)、何羽かは近く

の水田や小川で見ること できる。 

 なお放鳥されたコウノトリは当初、水田を荒らすことから農家に嫌 られた 、その 

後、コウノトリのいるたんぼは無農薬なので安全だという評価 定着し、そこでとれたお米はブランド

米として高く売れるようになった。その米で作ったお酒は 4合瓶で 5000円もしている。農家にとっては

コウノトリ様々といったところである。 

 

 

◆久美浜湾と小橋立 

丹後半島の付け根に

久美浜湾 ある。縄文

海進によってできた湾

だ 、海との境 小橋

立と呼ばれる砂州で閉

ざされているため、美

しい湖（汽水湖）にな

っている。流入する川

の流域 小さく、土砂

の供給 少ないため、

湾 保存されたのだろ

う。 

小橋立とは小さな天橋

立の意味だ 、西から

流れてくる沿岸流の反

流によって砂 堆積し、

東から西に向かって砂

州 できたとみられる。 

 

   

経ヶ崎 

犬ヶ崎 
立岩 

いろいろな 
柱状節理の 
見られる崖 

琴引浜 

伊根の船屋 

展望台 

籠神社（元伊勢神宮） 
 
天橋立 

文殊（智恩寺） 

図 2 丹後半島と大江山  

カシミール 3D（実業之日本社）付属 1：200,000 数値地図 

 

0 10km 
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◆琴引浜と鳴き砂 

丹後半島は標高数 100m程度の低い山 連なる。ところどころ小さい川 流れ込んで海岸平野を作り、

そこに小さな町 ある。一方、山 海に張り出したところは岩石海岸（磯）になり、磯と磯に挟まれた

ところには小さな砂浜や砂丘 できる。 

琴引浜は網野の町の東方 4kmほどの海岸にできた、小さな美しい砂浜である（写真 6）。ここの砂は白い

石英の粒に赤く風化した粒 混じっている 、ゴミはほとんど含まれていない上、粒子 よくそろって

いて、乾いた時に砂浜を歩くと、奇妙な音 する「鳴き砂」で知られている。 

砂の一部は吹き上げ砂丘のように堆積しており、そこにはハマヒルガオやハマボウフウ、ハマゴウなど

 大きな群落を作っている（写真 8）。私たちのグループには植物好き 多いので、皆さん大喜びであっ

た。また背後には高さ 50mはありそうな砂丘 あり、アカマツの林になっている。上に載った新しい砂

は薄く、ほとんど 赤く風化した砂の層からできているので、古砂丘だと思われる 、なぜこんなに高

い砂丘 できたのか不思議である。 

なお砂浜の波打ち際には、火山性のスコリアや火山灰 層状に堆積した地層 露出し、参加者の興味

を引いた（写真 7）。400万年ほど前の海成層のようで、200万年前から 400万年前ころ、一帯で火山活

動 活発だったことを示している。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆立岩 

立岩は間人(たいざ)の海岸から 30mくらい離れたところにある小島で、全体 やや傾いた玄武岩の柱

状節理でできている（写真 9）。形成年代は 1500万年前とされているから、日本海 割れて日本列島 

現在の位置に移動してきた、まさにその時代に当たるわけである。すぐ北側の半島側にもこの続きとみ

られる柱状節理 現れており、当時、地下深くまで伸びた割れ目に沿って玄武岩マグマ 盛んに上昇し

てきたこと わかる。 

 なお立岩付近は波の荒い海岸と静かな海岸 連続しており、一方では  を防止するためにテトラポ

ット 置かれているのに、立岩付近は波 静かで砂 堆積し、島に向かって２、３本の砂州 できてい

る。この違いは面白い。 

 ところで立岩を望む台地の下にある崖で、私たちは面白いものを見つけた。基本は柱状節理なのだ 、

それを作る岩石 少しずつ変化し、それに伴って柱状節理の柱の直径 少しずつ変化していくのである

写真 6「鳴き砂」で有名な琴引浜 

写真 7 波打ち際の地層 

写真 8 ハマボウの群落 
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（写真 10）。また岩場の植物もどんどん変化していく（写真 11）。ここはよく調べれば、非常にいいジオ

サイトになるだろうと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆伊根の舟屋 

 立岩の後、私たちは犬ヶ岬や経ヶ岬の地形や植生を観察した。ここでも美しい海岸 続く 、これに

ついては割愛する。続いて訪ねたのは伊根の舟屋である。平田湾を取り巻く海岸線に沿って、びっしり

と舟屋 並んでいる（写真 12）。湾 南を向いていて日本海の荒波を防いでくれるために、天然の良港と

なった 、背後に山 迫っているために、舟屋を作ったという説明 ある。美しく不思議な人文景観で

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真 9 傾いた柱状節理の見られる立岩 

写真 10 太さの異なる立岩の柱状節理 

写真 11 岩場の隙間に生える植物 

写真 12 伊根の舟屋の不思議な景観 
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◆天橋立と元伊勢宮 

 天橋立を見るためにロープウェイで 300mほどの高さにある笠松公園に登る。すぐ奥に成相寺という

大きなお寺 ある。ここは天橋立 眼下に見下ろせる展望台になっていて、うら若き女性まで 本当に

股のぞきをしているのには驚いた。 

 天橋立は宮津湾の北から南に流れる沿岸流によって形成された砂州である。これについては詳しい解

説は必要ないだろう。近年、丹後半島の河川で砂防工事 進んだため、川からの土砂の供給 減少し、

砂州は痩せ始めた。これを防ぐために、いくつもの突堤を作った 、その結果、砂州 鋸状になってし

まったことはよく知られている。 

 私たちは翌日、対岸の文殊（智恩寺）（写真 15）に回り、天橋立を実際に歩いた 、幅は 40mほど、

高さは 3mもあり、立派な松林 覆っている（写真 13,14）。痩せつつあるとはいえ、なかなか規模の大

きい砂州である。 

 ところで天橋立の砂州で分けられた宮津湾の内海は阿蘇海と呼ばれている 、その北岸はかつて丹後

の国の国府や国分寺、一宮のある重要な場所であった。このうち一宮は現在、籠(この)神社と呼ばれてい

る 、別名を元伊勢宮といい、社伝によれば、天照大神や豊受大神は元々、この神社で祀っていた 、

その後、伊勢神宮に移ったのであるという。この神社のことを教えてくれたのは、山遊会幹事の小池さ

んだ 、こういう教養のある人 そばにいると、新しいことをいろいろ知ること できる。持つべきは

教養のある友人である。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆杉山から大江山へ 

 宮津市の南西に大江山（833m） ある。「大江山いく野の道の遠ければ」の和歌と酒呑童子で知られ

る山である。一方、地質学の分野では近年、オフィオライトという、橄欖岩質の特殊な地質からなるこ

とで注目されるようになった。私たち 訪ねたのもこれを見るためである。地元のガイドの方々にお願

いして、まず前山に当たる杉山という山に行く（写真 16）。林道沿いには大きな節理の入った橄欖岩の岩

写真 13 天橋立 

写真 14 天橋立の松 

写真 15 籠神社（元伊勢神宮） 
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盤 現れる（写真 17）。節理に沿って雨水 浸透してしまうため、   進まず、谷 できない。このた

め、全体にのっぺりした地形になっているという説明を受ける。この傾向ははっきりしていて、地形図

上でも橄欖岩の分布を読み取ること できるほどである。 

 杉山には名前の通り、スギの巨木 点在している（写真 18）。高さ 2、3mくらいのところで何度も伐

採されたために、いわゆる「あ りこ」の様相を呈するもの 多い。雨水は浸透する 、雪や霧 多い

ために、湿度 高く、そのため伐採してもまた萌芽するらしい。 

 この後、大江山の山頂に回る。ここも橄欖岩のはずだ 、立派なブナ林 あり（写真 19）、深い谷も入

っている。どうも様子 おかしい。地質を調べてみると、砂岩である。オフィオライトには含まれるも

のの、橄欖岩ではないために、ブナ林 成立したということのようである。ガイドの皆さんも以前から

変だと思っていたという 、決着 ついてよかった。なおガイドの皆さんには現地で大変お世話になっ

た。改めて御礼申し上げたい。  

図 3 杉山のなだらかな地形  国土地理院発行 1：50,000 地形図 「大江山」 

写真 16 杉山のなだらかな地形 

写真 17 橄欖岩の岩盤 写真 18 杉山のスギの巨木 

写真 19 大江山のブナ林 

0 1km 
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岩手山 

小泉武栄 

岩手山（2038m）は盛岡市の北西にある雄大な火山で、南部片富士の名でも知られている。 

 岩手山山頂に行くためには登山装備 必要だ 、北東山麓には温泉と観光宿泊施設 あり、江戸時 

代中期に噴火した「焼走り溶岩流」の生々しい風景をみること できる。気軽に観光で見学できる焼 

走り溶岩流をまず訪ね、次に岩手山に登って、多彩な地形・地質・植生をみてみよう。 

◆焼走り溶岩流 

 岩手山に登る前に、私たちは焼走り溶岩流（図工）を見学した。江戸時代半ばの 1732年に岩手 

山北東山麓に流出した溶岩流で、流出したときに赤く輝く溶岩流 既存の森を燃やしな ら流れ、それ

 焼走りの名前の元になったという。280年を経た今もなお、長さ 2.8㎞、最大幅 1.05㎞にわたる玄大

な範囲一面 、黒い溶岩に覆われている（写真 14）。 

 焼走溶岩は車で簡単に行けるし、宿泊施設や温泉施設もあるので観光でこの地を訪れる地理関係者に

は、ぜひ訪ねていただきたい場所である。溶岩流のなかには長さ 1㎞ほどの遊歩道 でき、溶岩流をそ

ばで観察すること できる。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

焼走り溶岩流で目立つのは、ガサガサしたタイプの溶岩

（アア溶岩）であり、径数 cm～数十 cmの粗い刺のあ

る礫岩状の固まり（クリンカー） 表面を覆っている。 

 溶岩流内部には比高２～５ｍの凹凸 あり、10m近

い窪みもある。大きな起伏は、等高線に平行な「溶岩じ

わ」と、最大傾斜方向に延びる「溶岩堤防」である。溶

図1 焼走溶岩流の範囲（灰色のアミがけ部分）  国土地理院発行 1：25,000地形図 「大更」 

溶岩流の噴出源 

焼走溶岩流 

焼走自然観察教育林 

写真 1 焼走溶岩

流 

0 1km 
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岩堤防 溶岩流の縁だけでなく、いろいろなところでみられるのは、溶岩流 何本にも分かれて流下し

た結果らしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆植生の乏しさはなぜ？ 

 不思議なことに、焼走り溶岩流の植生はアカマツとオオイタドリとミネヤナギ 点在するだけで（写

真 2）、植物はきわめて乏しく、他にはノリウツギなどわずかな低木と、ハイイロキゴケ、シモフリゴケ

という２種類のコケ 分布するだけである（写真 3）。すでに 280年も経っているのに、この植被の乏し

さは異常というしかない。 

 18世紀に噴火した他の山、たとえば 1783年に流出した浅間山の鬼押出し溶岩では、すでに大半 ア

カマツなどの樹木に覆われているし、1707年に噴火した富士山の宝永火口内にもイタドリやオンタデ、

コタヌキラン、カラマツなど  入している。鹿児島県の桜島では 1914年と 1946年に溶岩 流れてい

る 、百年も経たないのにいずれもすでにアカマツ  入を始めている。焼走り溶岩流でなぜこんなに

植物の 入 遅いのだろうか。 

 はっきりした理由はわからない 、溶岩の岩塊の間にマトリックス（細粒物質） ほとんどない（す

なわち土壌の母材 乏しい）ことと、寒冷な気候 植物の 入を妨げていること 考えられる。溶岩流

の上部にはアカマツの林 点在している。これはいくつもの筋に分かれて流下した溶岩流の直撃を免れ

た場所にあたっており、元々あったブナなどの森林 溶岩の高熱でいったん燃えてしまった後に、アカ

マツ  入して森林 再生したものだと考えられる。 

 以上、山麓の観光地「焼走り溶岩流」を紹介した。次は場所をかえて、反対側の山麓から岩手山山頂

をめざしていく。 

 

◆網張温泉から岩手山へ 

 岩手山の登山コースはいくつもある 、私たち 選んだのは西側の網張温泉から鬼ヶ城の稜線をたど

るコースである。40年余り前、私は岩手山に北側から登ったこと ある 、自然は割合単純でそれほど

強い印象は受けなかった。しかし今回たどったコースは、地形・地質とも予想以上に多彩で、植物群落

もおもしろく、岩手山の価値を見直さざるをえなかった。 

 

 

写真2 焼走溶岩流 噴火から280年以上経過している今
も、ごく一部にアカマツなどが侵入しているだけである。 

写真 3 溶岩流上に生えたコケ。凹地を中心にハイイロゴ
ケ、シモフリゴケの 2 種が分布する。 
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写真 4 姥倉山付近の奇妙な植生 
 

◆姥倉山付近の疎らな植生 

 登山口の網張温泉の駐車場に車を置いて、夏は観光用に運転されているスキーリストに乗って 1500m

まで到達する。稜線歩きは長丁場だ 、その前にリフトで標高差をかせげるのでかなり助かる。岩手山

は、新旧２つの山体でできており、旧期の西岩手火山の上に、新期（３万年前以降）の東岩手火山 の

っているので、このコースでは旧期の火山と新期の火山を比較しな ら観察できる。 

 リストを降りると、すぐ大倉山のオオシラビソ林に入る。続く姥倉山で稜線に出る。 

 稜線付近の植生 何か変である。植被 疎らで、緑色のコケやコメススキ、シロバナトウウチソウな

どの先駆植物 生育している（写真 4）。何らかの原因で植被

 なくなり、その後、少しだけ回復して現在の状態になった

ようにみえる。表土も剥ぎ取られたようで、下の土層 露出

したり、さらに下の岩盤 出たりしている。最初は登山者の

踏みつけ 原因かと考えた 、ここだけそうなるというのは

どうもおかしい。 

 このような状態は三国山という小さな岩だらけのピーク

を経て、黒倉山との鞍部付近まで続いた。そこに解説板 あ

り、一帯はガス 出て危険なので早く通過するようにと書い

てある。実際に稜線に出る手前にはガスや水蒸気の噴き出す場所 あり、周辺の地温はさわると熱さを

感じた。 

 奇妙な植生について、参加メンバーで議論を行った。この一帯でガス 噴出したり、地温 上昇した

ときに植物 ほとんど枯れてしまい、土壌も削剥された後、地温の上昇 収まったので、観被 戻り始

めたのではないかという仮説 出た。私もこれに賛成である。ここで実際に地温を測って植彼の分布と

の関係を調べれば、おもしろそうである。 

 黒倉山への登りでもコメススキやイワテトウキ、ハイマツ、ミネヤナギなど 疎らな群落をつくって

いて、やはり同じような事件 起こった可能性を示している。 

 これらの小規模な火山活動は、どれくらい前のものであろうか。植生の状況から推定してみた。三国

岳周辺の場合は 20年ほど前、黒倉山周辺の場合はさらに数十年は古そうである。岩手山では、近年でも

小規模な火山活動 活発になった時期 何度かあるので、それに対応するかもしれない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 2 岩手山西部の稜線 
[岩手山の植生] 山頂を含んだ図右側のアミカケの範囲は，黒スコリア斜面に疎らな植生が卓越するところ．岩手山火口内では
一部に噴気や地熱がある．旧期の火山の範囲はほとんどが森林に覆われているが，地獄谷では噴煙のため裸地が広がってい
る．姥倉山から黒倉山の稜線の一部でも地熱の活動がみられ，植生がダメージを受けているようにみえる.   1 : 25,000 地形図 
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写真 5 鬼ヶ城の岸壁 
 

写真 6 火砕岩と溶岩の互層からなる鬼ヶ岩の地層 
 

写真 7 鬼ヶ岩の岩尾根の高山植物 
 

写真 8 湿性草原のお花畑 

◆カルデラ壁の鬼ヶ城 

 黒倉山を巻いていよいよ鬼ヶ城への登りにかかる。 

 鬼ヶ城は、５万年ほど前に西岩手山に生じたカルデラの南側の縁をつくる岩壁（写真 5）の呼び名であ

り、北側の縁にあたる屏風岩と対をなしている。カルデラ内はほとんど垂直に近い急崖となっており、

カルデラの外（南側）はなだらかな斜面 山麓まで続いている。 

 植生は黒倉山との鞍部付近ではオオシラビソの林だった 、標高 1600mくらいからハイマツやミネカ

エデ、ウラジロヨウラク、ホツツジ、ハクサンシャクナゲなどからなる低木林に変化した。ガンコウラ

ンやイソツツジ、コメツツジも生えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆岩尾根の地質と植物 

 鬼ヶ城の地質は、安山岩質の溶岩とスコリアの溶結した火

砕岩の互層である。噴出年代は 19万年前から 10万年前にか

けてだと推定されている 、硬く固結しており、崖の状態を

保っている。 

 1600mを超えるあたりから稜線沿いには至る所に岩壁 現

れるようになった。岩壁では火砕岩 下部に現れ、上部には

溶岩層 キャップロックのように載っていること 多い（写

真 6）。 

 この壁をみて驚いた。イワヒゲ、イワウメ、コメバツガザ

クラ、ムシトリスミレ、ダイモンジソウ、ミヤマキンバイといった高山植物のオンパレードだったから

である（写真 7）。岩壁にあたる冬の強風 このような標高の低い場所での高山植物の分布をもたらした

ものだと考えられる 、基本はこの山の地質 岩壁をつくり、それ 高山植物の分布を可能にしたわけ

で、地形・地質、気候、植生の問にみごとなつな り 生じて

いるの わかる。 

 時々、霧 晴れて岩手山の姿 みえる。穏やかで優雅な姿で

ある。鬼ヶ城の険しい地形とのコントラスト すばらしい。 

 稜線の方向 北に変化した途端、湿性草原 現れた（写真 8）。

キンコウカの他、イワイチョウ、チングルマ、コバイケイ、ト

ウゲブキなど 分布している。ここは冬、西風に対して陰にな
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写真 9 トウゲブキの群落 

写真 10 不動平からみたカルデラ壁 

るため雪 たまりやすい。残雪 ごく最近まであったはずで、地形的には雪 凹地になっている。 

 この後は岩峰 次々に現れた。地質は溶岩と火砕岩の繰り返しである。景色はいいものの、一つ一つ

越えるの なかなか大変で、予想以上の時間 かかってしまった。岩壁に生じた細い隙間を抜ける場所

もあり、けっこうスリル ある。火砕岩をつくるスコリアは、黒から突然、朱肉のような鮮明な赤に変

わったりして（写真 6）変化 大きい。 

 最後の岩場を越えてカルデラの内部へ降りる直前に、ガザガサした黒スコリアの斜面 現れ、そこに

コマクサとオヤマスバ 生育しているの みえた（図 2）。このスコリアはきわめて新鮮であることから、

1686年頃、山頂で起こった噴火の堆積物である可能性 

高い。南に向かって飛んだスコリア カルデラの縁を飛

び越し、ここの斜面に堆積したのであろう。 

 不動平への下りはお花畑になっている。同行した菊川

忠雄さん 、エゾツツジ 赤紫のきれいな花をつけてい

るのに気 ついた。本州では岩手山と秋田駒ヶ岳、八幡

平にしか生育していない珍しい植物である。登山道の両

側には崖錐の斜面 広 り、トウゲブキの黄色の花 満

開であった（写真 9）。 

 

◆平坦地 ひろ る不動平 

 不動平は、西岩手カルデラの東部に、中央火口丘から流れ出した溶岩やスコリア 堆積してつくった

平坦地である。 

 不動平避難小屋の西にある鞍部 最も高く、ここから東西に高度を下げていく。避難小屋のあるあた

りから東は緩やかで、ミヤマハンノキやハイマツ、ミヤマシシウド、イワテトウキなどの低木や大型の

草本 生育している。そこを下って八合目避難小屋に泊まる。 

 昔、ここには気象観測所 あり、私の妻 大学生の時に泊めてもらった 、狭いためギュウギュウ詰

めでろくに寝られないほどだったという。今の小屋

はとても大きなもので 200人は宿泊できる。この日

も、地元の中高年のグループ 何組も泊まっており、

地元での岩手山の人気ぶり うか われる。 

 翌朝は快晴。小屋の正面（南側）には、鬼ヶ城か

ら続くカルデラの壁 100ｍほどの高さで続いてい

る。ところどころ岩 露出してなかなかみごとであ

る（写真 10）。小屋の北側には岩手山の斜面 みえ

る。 

 ６時半には気分よく出発。不動平避難小屋まで戻り、鞍部付近の植生を観察する。植被と砂礫地 モ

ザイク状に配置し、砂礫地にはタカネスミレやミヤマキンバイ 分布している。植被には風 の影響 

みられる。 
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写真 11 黒スコリア上の植物群落 

写真 12 岩手山の火口内 

◆新期の火山へ 

 不動平から山頂に至る範囲は新期の東岩手火山となり、

風景 一変する。不動平付近はハイマツやミヤマハンノキ

などの低木に覆われている 、上部は黒スコリア 露出し

（写真 11）、そこにオヤマソバとコマクサ、イワスゲなど

のスゲ類、イワブクロ 生育している。ただし植被率は低

い。植物の分布には明らかに棲み分け 認められる 、は

っきりした傾向を押さえることはできなかった。 

 

◆岩手山山頂の地形 

 スコリアの斜面を登りきると、眼下に直径６００ｍほどのカルデラのようにみえる火口 広 る。真

ん中には中央火口丘である妙高岳 50mほどの高２でそびえ、左手には直径 100ｍほどの爆裂火口（写

真 12） 大きな口を開けている。標識的といっていいほど見事な火山地形である。 

 背後にみえるのは最高峰である薬師岳であり、岩手山山頂をめざす人たちは、火口を周回して薬師岳

に至る。私たちは、火口内の道をたどり、地形・地質・植生を観察することにした。 

 ここで岩手山の新規の火山活動史をおさえておこう。活動歴は浅く、６～５千年前に活動を始め、3700

～1800年前の活動で山頂部の原形 できあ った。その後、しばしの休止期をはさんで 700年くらい前

に活動を再開し、1686年に大きな噴火 起こる。この時の

噴火では妙高岳スコリア丘の側面に爆裂火口（御室火口）

 でき、大量のスコリア（刈屋スコリア） 、山頂を通る

南北の線から東側に向けて噴出した（図２右側のアミ部分）。

このスコリアの堆積は北東山麓の大更近で厚さ 40cmに達

しているから、山頂一帯は数ｍの厚さで堆積したことはま

ち いない。もちろん植物は全滅したはずである。この時

のスコリアは、岩手山の東の肩にも厚くたまり、現在そこ

は日本屈指のコマクサの分布地となっている。 

 

◆火山活動と植物群落 

 最近の火山活動史を頭に入れな ら、火口内に降りる道をたどる。 

 火口の外側の斜面と違って、内部は植被 豊かなのに驚く。風 あたらず、雪もたまりやすいこと 

豊かな植被を育んだのだろう。目立つのは残雪の跡地に生じたと推定されるスゲの群落である。イワス

ゲかヒメスゲらしい株 まとまって分布している。また湿った火口底にもスゲの株 散在している。妻

 40年ほど前に登った時、植被はまだ疎らだったというし、『岩手山の植物』に載っている 1985年の空

中写真をみても、薬師岳付近の崖錐上を除けば植物は少ない。どうやらここ 10年か 20年ほどの間に急

激に増加したらしい。場所によって生育する植物 違っているので、その実態と、なぜそのような分布

になったのかを調べれば、火山植生の遷移に関する立派な報告 書けそうだ。 

 奥宮の横を通って反対側の火口の縁に向かう。縁の部分に露出している溶岩の層 見事である（写真

14）。奥宮周辺では噴気らしい煙 昇っており、地表に触ると、地熱 感じられた（写真 13）。 
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 縁の稜線に出ると、黒スコリア 斜面を覆い、そこには疎らにコマクサ 生育している。このスコリ

アは間違いなく 1686年の噴出物である。火口内と違って風あたりの強いこと 遷移の進行を押し止めて

いるのであろう。 

 最高峰の薬師岳に向かう。火口に面する側は赤いスコリア 露出し、崩れて崖錐 できている（写真

15）。そこにはオヤマソバ 群落をつくっている。一方、反対の北側斜面には黒スコリア 堆積し、コマ

クサ 生えている。その下方には西岩手カルデラの北の縁にあたる屏風岩 みえ、濃い緑に覆われてい

る。 

 西の方角をみると、薬師岳とは別の中央火口丘である御釜湖とそのそばにできた湿原 みえる。約２

万年前の旧期の火山活動の影響を受けたところで、ほとんど 森に覆われている。 

昼過ぎにはこのコースを通って下山した。初日の午後こそ雨に降られた 、収穫 多く、みな満足の岩

手山登山であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真 13 火口内の散策路(奥宮付近) 
石碑が立っているあたりは地熱があり、噴気の煙
があがっている．右下の丸くみえるものはスゲ。 
湿った場所に株状の群落ができる。 

写真 14 火口壁の見事な溶岩層 
火口底は意外に植被が豊かで、ここも
スゲの群落がたくさん形成されている。 

写真 15 最高峰の薬師岳 
赤いスコリアが崩れて崖錐ができている。 
斜面下部にはオヤマソバの群落が見られる。 
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  南薩摩巡検ガイド 

 

執筆者 和田美貴代 

      難波清芽 

福地慶大 

 

Ⅰ Ⅰ：吹上浜とその周辺 

  1. 吹 上 浜 

  2. 火砕流の露頭 

  3. 薩摩池（海跡湖） 

  4. 万之瀬川河口の干潟 

  5. 吹上浜海浜公園の 

アコウの大木 

 

Ⅱ：野間半島 

  6. 片浦の海岸 

  7. 大当自然石積みの里 

  8. 谷山の段々畑 

 

Ⅲ：坊津町周辺 

9. 久志湾の溶結凝灰岩と 

アコウの大木 

10. 堆積岩の露頭 

11. アコウの大木 

12. 堆積岩と凝灰岩の境界 

 

Ⅱ 

Ⅲ 

Ⅳ 

Ⅴ 

Ⅵ 

図 1 巡検ポイント 

カシミール 3D（実業之日本社）付属 1：200,000 数値地図 

 

Ⅳ：指宿周辺 

13. 池田湖、14. 鰻池、15. 山川湾、16. 鏡池、17. 開聞岳、19.花瀬崎縄状玄武岩 

Ⅴ：桜島－大正溶岩横断遊歩道－ 

Ⅵ：霧島の高千穂峰 

0 20km 
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はじめに 

 九州は火の国である。少し考えただけでも阿

蘇山、雲仙普賢岳、新燃岳、桜島などの活火山

を思いつく。しかしそれらは九州の火山の一部

に過ぎない。 

図 1を見ていただきたい。九州にあるカルデ

ラの分布を示したものである。カルデラという

のは火山の活動でできた大きな窪地のことで

ある。九州に分布するカルデラは、大規模な噴

火で火山噴出物 大量に放出放出され、地下 

空洞化したため、地表 陥没してできた、陥没

カルデラである。阿蘇カルデラ、小林カルデラ、

加久藤カルデラ、安楽カルデラ、姶良カルデラ、

阿多北カルデラ、阿多南カルデラ、鬼海カルデ

ラなど、巨大なカルデラ 北東−南西方向に連

なっている。カルデラの内部や周囲には、今も

活発に活動している火山や過去に活動してい

た火山 いくつも分布している。 

なぜ火山はこのような配列をするのであろ

うか。前述ように、火山の列は北東-南西方向

に伸びている（図 2）。この火山の列は、火山フ

ロントと呼ばれ、南のトカラ列島から鹿児島湾、

霧島火山群、阿蘇カルデラを経て九重、由布火

山群、国東半島両子火山、姫島から中国地方西

部に至っている。 

火山フロントの形成には地球の表面を覆うプレートの運動 関係しているの

である。九州はユーラシアプレートに乗っている。そして、ユーラシアプレー

トの下には、フィリピン海プレート 斜めに沈み込んでいる。火山フロントは、

フィリピン海プレートの沈み込み 、ある深さに達した位置に形成されている

(図 3)。 

 それではなぜプレート 沈み込むところに火山フロント 形成されるのだろ

うか?プレート（海洋地殻）には水 含まれる 、プレート ある深さまで沈み

込むとプレート内の水 すぐ上のマントルに絞り出される。さらにプレート 沈み込むとそれに引きず

られて、水を含んだマントルも地下の深いところに沈み込む。この水を含んだマントル ある深さに達

すると水 またすぐ上のマントルに絞り出される。この水 マントルの融点を下げ、マグマ 発生しや

すくなると考えられている。 

一方、マグマ 発生するためには水の存在にくわえて高い温度 必要だ 、マグマ発生に必要な高温

図 1 九州におけるカルデラの分布 
日本の地形 7 九州・南西諸島（2001） 東京大学出版会より 
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は、沈み込む海洋プレート その上のマントルの対流を引き起し、深部から高温のマントル 上昇する

ことによりもたらされる。以上の二つの効果、すなわち沈み込む海洋地殻から絞り出される水の効果と、

上昇 してきた高温のマントルの効果により、マントル 溶け、マグマ 発生する。このようにして生成

したマグマ 地上に上昇し噴き出したところ 火山となるため、火山の列 線上に伸びることになる。 

さて、火山フロントの周辺には多くの活火山 分布している。一目で火山とわかるものもある 、か

つての火口に水 たまって火口湖や湾を形成しているところなどは一見火山とはわからない。しかし湖

などの周囲を注意深く見ると火口壁の名残である高い崖で囲まれていたりする。 

南九州巡検案内では、この地域にみられる火山や火山地形などの見どころを主に紹介する。 

  

図 2 九州および南西諸島周辺のプレート境界とテクトニクス・火山 
日本の地形 7 九州・南西諸島（2001） 東京大学出版会より 
 

図 3 西南日本弧西縁から琉球弧中部を 
横断する地殻・上部マントルの断面 

日本の地形 7 九州・南西諸島（2001） 
東京大学出版会より 
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Ⅰ：吹上浜とその周辺 

2.火砕流の露頭 

3.薩摩池 

1.  吹 上 浜 

4. 万之瀬川河口の干潟 

5. 吹上浜海浜公園のアコウの大木 

0 2km 

0 2km 

0 2km 

図Ⅰ－1 巡検ポイント 

カシミール 3D（実業之日本社）付属 1：25,000 数値地図   
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 1. 吹上浜 

  吹上浜海岸は、鹿児島県薩摩半島の西部に位置し、東シナ海に面した、全長約 40km の砂浜海岸である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北部は溶岩を中心とする北薩火山群の台地を背景とし、中部はシラス台地を七本の河川が流下している。 この

沿岸では冬期北北西を中心とした季節風が強いために、全体的に南下する方向に強い飛砂が発達する。このた

め、北部では侵食が進まず、中部では侵食が進み、南部に飛砂が堆積することで弓形の海岸線が形成されてい

る。 

吹上浜砂丘への土砂の供給源としては各流入河川に加え、大川河口以北に広がるシラス性の海食崖、および

同地区でのガリー侵食が考えられた（西ほか 1998）。 

 

 

 図Ⅰ-2 吹上浜に流入する河川および水深の図（西ほか（1998）より） 

 

写真 1 吹上浜の景観 写真 2 浜に散在する軽石 
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吹上浜の形成過程については角田（1972）が明らかにしている。吹上浜中部の背景となっているシラス台地は、

約２万 5000 年前、姶良カルデラから流出した入戸火砕流が、山地を越えて吹上浜方向へ流入することで形成さ

れた。火砕流堆積後、山地から流下する延長河川によって台地の一部に分級の悪い砂礫層が堆積し、同時に河

川の下刻作用によって不規則に侵食され、角礫河成段丘が形成されていった。段丘形成の一時期に小野浜で

は古砂丘が形成され、古砂丘形成前後に火山灰の降下があった。約 5500 年前、 沖積世の縄文海進があり、こ

の海進に伴って海岸部にはラグーン*が形成されるような環境が生じ、万之瀬川河口右岸や小野川河口左岸に

おいて見られるような、泥炭層を含む泥層が堆積した。さらに続く海面の上昇により、4〜6mの沖積段丘面が形成

されたものと考えられた。その後汀線の後退が始まり、万之瀬川以北や唐仁原の沖積段丘面上には旧砂丘が形

成され、また前村や荒田部落がのる砂丘などが形成された。砂丘は一時期に形成されたのではなく、一時、砂丘

形成の固定期（安定期）が認められる。その後、近年再び砂丘の形成期に入り、旧砂丘をおおう状態で新砂丘が

形成されるが、新砂丘形成中においても砂丘の固定期が考えられた。明治 35 年以降においても、いくつかの地

点で砂丘は移動しており、山脈状砂丘、UV砂丘群、小横列砂丘が形成された。海岸に沿う小横列砂丘は現在

でも北西からの風によって飛砂が盛んに見られ、砂丘が形成されている（角田 1972）。沖積段丘面か、旧砂丘か、

新砂丘かによって、その形成年代が異なっていると言える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図Ⅰ-3 鹿児島県吹上浜砂丘および周辺地域の地形分類図（角田（1972）より） 
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＊ラグーン(laguoon)浅海の一部が、砂嘴や砂州または沿岸州によって外海と絶縁され、浅い湖沼となったも

ので潟（かた）、潟湖（せきこ）、海跡湖ともいう。一般に一か所または数か所の狭い潮口（tidal inlet）によって

外海と通じ、ここから海水が出入りする。 

  

次に植生を見ると、１.発達したクロマツ林にクスノキなどの常緑広葉樹が混交しており、クロマツの樹高も高い。

２.やや発達したクロマツ林で、クロマツの樹高は１より低く、常緑広葉樹の樹高も低い。３.未発達のクロマツ林で、

クロマツの樹高が低く、常緑広葉樹の混交もほとんど見られない。 

以上の３つの地区に分けて考えられた。 

１と 2 は連続的で、内陸側のクロマツの方が、海側のクロマツよりも樹高も胸高直径も大きく、発達したクロマツの

樹高は 18m 程度であった。やや発達した〜発達したクロマツ林には、高木種としてヤマモモ・クスノキ・タブがあり、

亜高木や低木の種としては、トベラ・ネズミモチ・トキワガマズミなどが多く見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未発達のクロマツ林については不連続であった。この不連続なクロマツ林景観を、海側から観察したところ、陸

地と浜の境界線付近で、樹高が陸側から海側に向かって急に低下し段差が生じていた。樹高から推察すると樹

齢に大きな違いがあり、海側の未発達のクロマツ林の群落の樹齢は、陸側のものと比較してかなり若齢だと考えら

れた。 

 西ほか（1998）によれば、吹上浜では砂丘林と砂丘フロントの間に、植生が破壊されて形成された洗掘孔に伴う

裸地が多数分布している。これらは強風による blow out  (砂の吹き

飛ばし）が主な原因と推定されるが、豪雨の後にも発生している、と

の指摘がある。第１，第 2 砂丘列の間の低地には水が溜まりやすく、

この状態が長引くと植物が枯死して砂丘表面の植生が破壊される。

この洗掘は、時には数mの深さにもなるために砂丘フロントとこの洗

掘の間が波による overwash や溜まった雨水等の流出により切れる

と、その付近で急激に砂丘が後退し、台風等の高波浪時に隣接砂

丘の波による侵食を助長することになる。 

写真 3．海側から陸（写真右手）にむかって 

連続的にクロマツの樹高が高まっていく． 
写真 4．樹高の不連続な二つのクロマツ林 

  左手は樹高 12−18m 位まで徐々に高まっていく． 

右手は未発達のクロマツ林樹高は 1-5 m 程度である． 

図Ⅰ－4吹上浜海岸の砂丘の Blow out および波による 

Outwash の痕跡（西ほか（1998）より） 
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 洗掘に起因する裸地化、または洗掘による裸地化と overwash による砂丘の後退といった広範囲にわたる攪乱

の後、クロマツ一斉林が再生した、もしくは人為的植林がなされたことなどにより、他の林分と比較して若齢のクロ

マツの林分が出現した可能性が考えられた。このような若齢のクロマツ林が不連続に樹高の低い未発達のクロマ

ツ林を形成していたのではないか、と推定した。 

西隆一郎・宇多高明・佐藤道郎・西原幸男・井上由人（1998）吹上浜海岸における汀線と海岸植生および砂丘林

境界の長期変動特性．海岸工学論文集，第 45 巻，661−665 

角田清美（1973）鹿児島県・吹上浜砂丘の地形について 駒沢地理 第 9 号，117−123 

（難波清芽） 

 

2.シラスの露頭 

場所：吹上町下田尻 

 農道脇沿いの土砂採取場で見られるいわゆるシラスの露頭である。露頭の高さは約 8m。多くの軽石を

含んでいる（写真 5,6,7）。我々 立っている足元の地面は水を含んでぶよぶよしており、場所に寄って

は足 埋もれていくくらいである。水はけ かなり悪いと推定される。上露頭の上部はスギの植林地と

なっていた。 

シラスとは、鹿児島県本土を中心に、宮崎・熊本県南部を含む南九州に広く分布する軽石質・火

山灰質白色堆積物の総称・俗称。非溶結火砕流堆積物（一部ベースサージ堆積物）、降下火砕流堆積

物、これらの 2次的堆積物など、起源・成因・時代などのいかんを問わず、白っぽい非固結堆積物

 シラスと呼ばれてきた。量的に見て入戸（いと）・妻屋・池田火砕流堆積物などの火砕流堆積物 

主体をなし、特に入戸火砕流堆積物はシラスの大半を占める。入戸火砕流堆積物は、いわゆるシラ

ス台地を形成してほぼ南九州全域に広く分布する。入戸火砕流は 24500年前、姶良カルデラから噴出

し、九州南部の広い範囲に堆積した巨大火砕流である（図Ⅰ-5）。堆積物の厚さは 150mにも達するとこ

ろ あるという。シラスは一般にシャベルなどで容易に削り取れる。水を含むと極端に強度 低下す

るため水流で容易に  されるほか、台地縁の急崖では豪雨のたびに崩壊をおこしている。 

上野龍之（2007） 日本大学文理学部自然科学研究所研究紀要 

(42 )129－147 

 

図Ⅰ-5 火砕流の分布図 
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3.薩摩湖 

薩摩湖は吹上浜から 1.5km内陸に位置する。か

つては海だったところ 砂丘によって隔てられ、

取り残されてできた海跡湖である。 

湖畔にはヨシ 茂り、湖の周囲はスダジイ、タブ

ノキなどの林で囲まれている（写真 8）。 

 

 

  

. 

 

4.  万之瀬川河口の干潟 

万野瀬川は吹上浜に流入し、砂を供給する河川の一つである（図Ⅰ-2）。河口の干潟はクロツラヘラサ

ギをはじめとする多くの野鳥 生息し、重要野鳥生息地（IBA： Important Bird Areas ) に選定されて

いる。また、県内最大規模のハマボウの大群落もみられる。 

 

 

 

 

 

 

写真 9 吹上浜南部に流入する万之瀬川河口から上流部

をみた写真シラス台地を下刻し吹上浜に供給する河川の

１つ河口には干潟が広がる。 

 

写真 5シラスを吹上浜に供給するシラス台
地（入戸火砕流）の景観。水を含むとブヨブ
ヨと柔らかく簡単に手で崩すことができる． 

写真 6 シラス台地の構成物質: 

軽石と火山灰が混在している 

写真 7 地表面に露出している軽石: 写真 7 地表面に露出している軽石: 写真 7 地表面に露出している軽石: 

写真 8 薩摩湖 
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5. 吹上浜海浜公園のアコウの大木 

 アコウはイチジク科の高木で日本では紀伊半島、四国、九州、沖縄の海岸沿いに転々と分布する。幹

の周囲から出した気根で他の樹木に巻き付き自らの体を支える 、巻き付いた樹木を枯らしてしまう絞

殺し植物である。ここ吹上浜の駐車場にもアコウの大木 生育していた。写真 11はアコウの葉と花嚢。

花（花嚢）も果実もほぼ 1年中見られるそうで、訪れた 1月にも小さなイチジクに似た花嚢をたくさん

付けていた。 

 

 

 

  

写真 10 吹上浜海浜公園のアコウの大木 

 
写真 11 アコウの葉と花嚢 
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Ⅱ.野間半島 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 笠沙町片浦の海岸 

 図Ⅱ-1 の地質図に示すように、笠沙町には堆積岩（ジュラ紀、

白亜紀の付加体）、火成岩（700～170万年前の安山岩・玄武岩）、

深成岩(1500～700万年前の花崗岩) モザイク状に分布している。 

7. 大当（うと） 

自然石積みの里 

6. 片浦の海岸 

8. 谷山の段々畑 

44： 1 億 4600～8000 万年（白亜紀） 

付加体コンプレックス 

56： 2 億～1億 4600（ジュラ紀） 

付加体コンプレックス 

95：約 15 万年前～現在の火砕流  

102：700～170 万年前の安山岩・玄武岩 

103：1500～700 万年前の安山岩・玄武岩 

123：1500～700 万年前の花崗岩 

 

103 

103 

図Ⅱ-2 野間半島の地質図 産業総合研究所 シームレス地質図 

http://riodb02.ibase.aist.go.jp/db084/ 

 

写真 11 笠沙町片浦の海岸から、対岸の半島状

の地形を撮影 

0 2km 

図Ⅱ-1 巡検ポイント 

カシミール 3D（実業之日本社）付属 1：50,000 数値地図  
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片浦の対岸に伸びる細長い半島状の地形（松ヶ崎）の地質も安山岩、花崗岩と堆積岩 入り混じって構

成されている。 

 

7．大当（うと）の石積み 

 笠沙町の野間岳から北に延びる稜線沿いに館山のピーク 

ある。その裾野、東シナ海を望む斜面に大当の集落 ある。

山 海岸線まで迫り、平地の少ないこの地に人々は、石積み

で山の斜面を階段状の土地に作り替えそこに家を建て住んで

いる。地元の人によると、石は上の山から採ってくるとのこ

とである。 

使われている石は花崗岩である。地質図にもこの辺りの地

質は花崗岩であること 示されている（図Ⅱ-1）。稜線近くで

は花崗岩 露出していて、採取 比較的容易であるというこ

とであろうか。 

 

 

 

 

 

8. 谷山の段々畑 

 大当の集落から野間半島に向かって海岸沿いの道を車で走って

いくと、海岸近くから山の稜線まで続く段々畑 突然現れる。谷

山の集落に築かれた段々畑である。段々畑を一望できる場所に建

てられた案内板によると、谷山集落は江戸時代後半、近隣の町や

村（現南さつま市加世田益山・大浦町など）からの移住者によっ

て形成されたとある。移住当時の主な生業は焼畑であった 、耕

地面積を広げるため斜面を切り開き段々畑 築かれた。この付近

の表層地質は、四万十帯の堆積岩と、新第三紀中新世から鮮新世

前期の火山活動により堆積した安山岩質凝灰角裸岩を主体とし、

同質砂岩、シルト岩、溶岩を挟む地層（西の丘層） 接している。

土留めに使われている石は斜面を切り開く際に掘り出された石で、

特に加工をせず積まれているそうである。 

谷山の段々畑で耕作 行われなくなったのは平成 6年ころのこ

とで、それ以前はさつまいもを中心に、麦、菜類、きぬさやなど

 生産されていた。また昭和 50年代から 60年代まではマーガレ

ットや菊などの花卉栽培 盛んに行われていたそうだ。 

笠半島にはここ以外にも「石」文化を伝える風景や旧跡 数多くのこされている。 

 

写真 14 谷山の石積み  斜面上部 

写真 15 谷山の石積み  斜面下部 

 

写真 12 大当（うと）の石積み 

写真 13 石積みに使われている花崗岩 



51 

 

 

 

 

 

  

44：1億 4600～8000万年（白亜紀）付加体コンプレックス、 56：2億～1億 4600（ジュラ紀）付加

体コンプレックス、95：約 15万年前～現在の火砕流、102：700～170万年前の安山岩・玄武岩、

103：1500～700 万年前の安山岩・玄武岩 123：1500～700 万年前の花崗岩 

 

図 Ⅲ-2 坊津町周辺の地質図 
産業総合研究所 シームレス地質図 
http://riodb02.ibase.aist.go.jp/db084/ 
 

 

図 Ⅲ-1 巡検ポイント 

カシミール 3D（実業之日本社）付属  

1：50,000 数値地図  

 
0 2km 

9.久志湾の溶結凝灰岩とアコウの大木 

10.堆積岩の露頭 

11.アコウの大木自

然石積みの里 
12.堆積岩と凝灰岩が接する露頭 
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9. 久志湾の溶結凝灰岩とアコウの大木 

坊津町の地質も白亜紀やジュラ紀の付加体コンプレックスや、1500万年前から 170万年前の火山岩、

1500～700 万年前の花崗岩や約 15万年前～現在の火砕流がモザイク状に配置した構造をしている。久志湾の

南端、博多の港の海岸には火砕流 溶結した溶結凝灰岩 露出している（写真 16）。赤っぽい色をしてお

り、鹿児島湾南端の湾口部にある阿多カルデラから噴出したものと推定される。比較的最近作られたと

推定される石積みにも溶結凝灰岩 用いられていた（写真 17） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

溶結凝灰岩 露出していた海岸から少し南に下 ったところにアコウの大木 みられる（写真 18,19,20）。 

 

 

 

 

  

写真 16 久志湾に面する博多の港に露出する 
溶結凝灰岩 
 

写真 17 溶結凝灰岩の石積み 
 

写真 18 久志湾のアコウ 
コンクリートで固められた 
法面の上部に定着し、そこか
ら法面の下部に向かって気
根を伸ばしている。 
 

写真 19 久志湾のアコウ 
 

写真20 久志湾のアコウにつ
いての看板 
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10. 堆積岩の露頭 

日本列島の基盤は、日本からはるか東方の太平洋の中央海嶺から噴き出したマグマ冷えて固まった大

洋底（プレート） 、地球のマントルの動きに乗って日本列島の位置まで移動してきた後、ユーラシア

プレートに下に沈み込むとき、プレートの上に堆積した堆積物（陸から遠い大洋では、海底火山の噴出

物（玄武岩）や海洋生物の遺骸（石灰岩・チャート） 、陸に近くなってからは陸域から運ばれてきた

泥や砂礫 堆積する） 剥ぎ取られ、次々に日本列島に付加され構成されたものである。九州の基盤も

同じもので構成されている （図 Ⅲ－3）、それを覆って広い範囲に火山の噴出物 堆積している。 

坊津町付近ではジュラ紀の付加体である四万十累帯北帯の堆積岩 露出している。写真 21、22はその

露頭である。頁岩優占の砂岩・泥岩互層であり、地層の褶曲や断層 観察される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真 21 砂岩・泥岩の互層 
（四万十帯）  

写真 22 砂岩・泥岩の互層 
褶曲や断層（写真中央）が観察される  図Ⅲ-3 九州の付加体  

日本の地形 7 九州・南西諸島（2001） 東京大学出版会より 
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写真 24 凝灰岩と堆積岩の境界  

写真 23 坊津町上中坊の海岸に 
生育するアコウの大木 

11．アコウの大木 

 坊津町上中坊の海岸にもアコウの大木 みられる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12. 堆積岩と凝灰岩 接する露頭  

坊浦の寺ヶ崎、港の岸壁の切れたその先に、堆積岩の

上に凝灰岩 かぶさるように堆積している様子 みら

れる。表層地質図を見ると、このあたりには白亜紀の付

加体コンプレックス（四万十累帯北帯）と 15万年前以

降に噴出した火砕流堆積物との境界 ある。火砕流は鹿

児島湾湾口に存在した阿多カルデラから 11万年前に噴

出したものである。阿多カルデラの位置について、

Matumoto (1943) は図Ⅲ-4の Aに示す、薩摩半島の鬼

門平から肝属山地の湾岸に走る急崖をカルデラ壁とし、

指宿とその沖を中心としたのに対し、その後の研究では

図Ⅲ-4の Bに示す、知林ヶ島北東部であると考えられている。しかし、このどちら 正しいのか依然と

して議論 分かれている。  

堆積岩（砂岩・泥岩互層） 

凝灰岩  

（阿多火砕流） 

図Ⅲ-3 阿多カルデラの位置 
日本の地形 7 九州・南西諸島 （2001） 
東京大学出版 p170 図 3.2.14 より 
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Ⅳ：指宿周辺 

 

 

 

 

 

 

 

  

13.池田湖 

 

14.鰻池 

 

16.鏡池 

 
15.山川湾 

 

17.開聞岳 

 

1：1.8 万年～現在までに堆積した地層 

2：15 万年～1.8 万年前に堆積した地層 

95：約 15 万年前～現在の火砕流  

99：約 15 万年前～現在の安山岩・玄武 

101：170～70 万年前の安山岩・玄武岩 

102：700～170 万年前の安山岩・玄武岩 

165：1.8 万年～現在までの火砕流 

166：1.8 万年～現在までの安山岩・玄武岩 

18. 長崎鼻 

 

知

林

ヶ

島 

 

19.花瀬崎縄状玄武岩 

 

池底 

 

松ヶ窪 

 

 2 4km 

図 Ⅳ-1 巡検ポイント カシミール 3D（実業之日本社）付属 1：50,000 数値地図  

図 Ⅳ-2 指宿周辺の地質図 
産業総合研究所 シームレス地質図 
http://riodb02.ibase.aist.go.jp/db084/ 
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13～16. 池田湖、鰻池、山川湾、鏡池 

 池田湖、鰻池、山川湾はいずれも阿多南部カルデラの西半分、薩摩半島南東部に位置し、5500年前に

相次いで噴火した火山である。このうち、池田湖はカルデラ湖で、周囲 15㎞、最深部 233mの九州では

最大の湖になっている。池田湖の南半分には明瞭なカルデラ壁を確認すること できる。池田湖の周辺

に広 る台地は、池田カルデラからの火砕流堆積物からなっている。池田カルデラから南東方向には、

池底、松ヶ窪、鰻池、成川、山川の 5つのマール 連なっている。鰻池は水深 56.5m。池の北東にはう

なぎ温泉 ある。温泉の蒸気を利用した「スメ」と呼ばれる天然かまど あちこちに作ってあり、日常

生活に利用されている（写真 26）。山川マールは現在の山川湾（写真 25）であり、周辺には高さ約 80m

の火口壁を見ること できる。鏡池（写真 27）もマールに水 たまった火口湖である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17. 開聞岳 

 開聞岳も薩摩半島の最南端、阿多南部カルデラの西半分に位置する。薩摩富士とも呼ばれ日本百名山

にも名をつらねる、非常に美しい山容の火山である。噴火の開始年代はテフラ層（降下火山灰層）中の

炭化木片などの炭素同位体年代測定から 4000年前ごろであると推定される。有史以降では 874年（貞観

16年）と 885年（仁和元年）に大噴火を起こしている。このとき噴出したテフラ（火山灰）を含め、全

部で 12層のテフラ層 認められている。テフラ層の間に挟まるローム層の堆積速度から、テフラの噴出

年代は、表Ⅳ-1のように、噴火の休止期間の長さは 100～400年と推定される。 

山体は山頂部の中央火口丘と下部の成層火山から構成されている（図Ⅳ-3）。両者の境界は北半分では

明瞭であり、鉢窪火口と呼ばれている。一方、南半分は中央火口丘により埋め立てられはっきりしない。 

最初期（4000年前）の噴火は浅海底で発生し、大量の火山灰を噴出した水蒸気マグマ噴火であったと

考えられている。その後、西暦 885 年まで活動を続けており、その間に噴出したテフラと溶岩 交互に

積み重なり、山体下部の成層火山 形成されている。標高 500m 付近にある鉢窪火口は、成層火山の火

口 火砕流噴火によって大きく拡大した山頂火口であると考えられている。その山頂火口を埋め立てる

ように 874年と 885年の噴火で溶岩流を伴うスコリア丘 出現し、その噴火の最終段階で 870m付近か

ら上部の溶岩ドーム 形成されたと考えられている（藤野・小林 1997）。  

 

山川湾を囲む火口壁 

 

写真 26 うなぎ温泉の天然かまど「スメ」 

 

写真 25 山川湾を囲む火口壁  写真 27 鏡池 （マール） 
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図 Ⅳ-3 開聞岳の火山地形 
 

表 Ⅳ-1 開聞岳の火山堆積物の噴出年代と噴出量 
 

図 Ⅳ-4 開聞岳の溶岩流と火砕流堆積物の分布 
 

引用文献： 藤野・小林（1997）開聞火山の噴火史 火山(42) 3 195-211 
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2003年作成の環境省の植生図（図Ⅳ-5）によれば、開聞岳の植生は大まかには麓から山頂に向かって、

クロマツ群落（106）、シイ・カシ二次林（27）、ミミズバイ－スダジイ群落（15）、イスノキ－ウラジロ

ガシ群落（11）、ハイノキ－イヌツゲ群落（107） 分布している。また、西から南東斜面にかけては、

タブノキ－ヤブニッケイ二次林（29） 広く分布している。植生の概要を以下に示す。 

106 クロマツ群落 : 林冠をクロマツやスダジイ、タブノキ等の常緑広葉樹 優占するか、あるいは林冠

のクロマツに対し、中層に常緑樹 繁茂し、階層構造 発達している林分である。いずれも二次林であ

り、植林起源と考えられる林分もある。 

27 シイ・カシ二次林 : 薪炭林起源の常緑広葉樹萌芽再生林で、著者の観察によれば開聞岳ではスダジイ

 林冠の優占種となる。林冠下にはイヌガシ、ハナガガシ、ヤマビワ、クロキ、コウゾなど 生育する。

スダジイは株立ちしているものも 多い。登山道に沿っては標高 260m 付近からクロマツ群落に変わっ

てシイ・カシ二次林 現れる。 

15 ミミズバイ－スダジイ群落 : スダジイときにタブノキ 優占し、イスノキ、ホルトノキ、オガタマノ

キ等 混生する。 

11 イスノキ－ウラジロガシ群落 : 高木層にイスノキ、ウラジロガシ、アカガシ等 優占し、林床にはシ

キミ、コガクウツギ、アオキ、ハイノキ、サザンカ、ミヤマノコギリシダ等 生育することにより区別

される。開聞岳ではアカガシの優占度 高い。 

107 ハイノキ－イヌツゲ群落 : 開聞岳の標高 700ｍ以上に広 る常緑広葉樹風衝低木群落。風衝を強く

受ける海側斜面では標高 600ｍ程度まで分布 降りる。主にイヌツゲ、ハイノキ等アカガシ帯の構成種

 多く、マルバサツキ等のツツジ類もみられることで特徴づけられる。風衝の影響 比較的弱い標高 900

ｍに達する山頂平坦部では、アカガシ 林冠部を形成している場所もみられ、風衝の影響 及ばなけれ

ば気候的極相林としてミヤマシキミ－アカガシ群集 成立する場所であること 伺われる。 

29タブノキ－ヤブニッケイ二次林 : タブノキ 優占し、主に鳥散布型のヤブニッケイ、シロダモ等の常

緑広葉樹に加え、アカメガシワ、ハゼノキ等の先駆性の落葉樹 混生し、スダジイは少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 Ⅳ-5 開聞岳の植生  
環境省 1/25,000 植生図「開聞岳」 
自然環境保全基礎調査 植生調査 2 次メッシュ 463064 情報 
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開聞岳では標高や方位によって植生の分布 異なっており、植生の分布と最新の噴火活動（874 年、

885年）に伴う噴出物の分布との間に、興味深い対応関係 みられる。 

タブノキ 優占するヤブニッケイ－タブノキ二次林は標高 550m より下部の北西から南東にかけて分

布する。これは 874 年、885 年に噴出した火砕流の分布方向と一致している（図 Ⅳ-4）。タブノキは海

岸近くに生育する常緑高木種である 、植生遷移の比較的初期に現れる植生であること 報告されてい

る。伊豆七島の八丈島では 2000～3000 年前から現在まで噴火活動している八丈富士 タブノキ－ヤブ

ニッケイ林でおおわれているのに対し、約 2 万年前に活動を停止した三原山はスダジイ林におおわれて

いる。開聞岳のヤブニッケイ－タブノキ群落も将来的にはスダジイ優占林に遷移していくと考えらえる。 

次に、垂直方向についてみると、標高 550m 付近を境にスダジイ優占林からアカガシ優占林に変化す

る。この標高は鉢窪火口の位置と一致しており、ここを境に山体は成層火山から溶岩円頂丘に変化する。 

火山地形と植生の対応関係 示唆される。 

しかし、この一致はただの偶然の可能性もある。鹿児島の南西約 120kmにある黒島は、全島 安山岩

からなる鮮新世から前期更新世の火山である 、この島でも標高 500m付近から上部 アカガシ優占林、

下部 スダジイ優占林となっているという報告 ある（上条 1996）。植生図を見ると、山体の北西部分

にアカガシ優占林の分布する標高 低下している部分 ある。ここは、最新噴火で流出した溶岩 低標

高まで分布する部分と一致する（図Ⅳ-4）。環境省の植生図を無条件に信用することはできない 、噴火

堆積物と植生との間に対応関係 あること 示唆される。 

  

 

 

 

図 Ⅳ-6 開聞岳の空中写真 

1975 年 2月 24 日 国土地理院撮影 1/10000、 右空中写真の黄色のラインは鉢窪火口の位置を示す 
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18．長崎鼻 

 薩摩半島の最南端に位置する長崎鼻は、170～70 万年前の溶岩 露出しているところである。知林ヶ

島とともに、指宿カルデラの外輪山の一部であると考えられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19．花瀬崎の縄状玄武岩 

 鹿児島県の天然記念物に指定されている。約 2000 年前の開聞岳の噴火により（図 Ⅳ-4）流れ出た溶

岩 固まってできたものである。縄を束ねたような構造 特徴的である。粘性 小さく流動性に富む玄

武岩質マグマ 固まるときに形成されやすい。

写真 28 溶岩が露出する長崎鼻の海岸。 

長崎鼻は指宿カルデラの一部である 

 

写真 29 火砕流堆積物も見られる。 

写真 30 長崎鼻にはソテツが自生している。 

写真 31 縄状溶岩 写真 32 縄状溶岩 
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Ⅴ：桜島－大正溶岩横断遊歩道－ 

 

 すでに昨年の報告書に桜島の概要を紹介したので，今回の報告書では省略する．今年度の調査で追加

された観察地点の紹介をする． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅴ-１ 巡検ポイント 

（国土地理院発行 2.5万分の１地形図「鹿児島北部・鹿児島南部」を使用） 

 

＜観察地点＞ 

大正溶岩（大正溶岩横断遊歩道） 

 今年度追加した観察地点は，大正袴腰溶岩流を横断する遊歩道である．大正溶岩を横断する道路はあ

る ，人の手 入っているため，本来の景観を観察しづらい．そこで今回紹介する大正溶岩横断遊歩道

は，かつて送電線を通す為に作られた道を開放しているため，ほとんど人の手 入ることなく，大正噴

火で流出した溶岩や，噴火後に回復してきた植生を観察すること できる． 

 この遊歩道は，京都大学火山観測所の裏に入口 ある．駐車場などは無く，車を１〜２台止めるスペ

ースしかない．今回，遊歩道を北から南に向かって観察した． 

 地点 A では，クロマツの他にヤシャブシ，タブノキ，ヒサカキ，ススキ，イタドリなど 生育してお

り，大正噴火以降，順調に遷移 進んでいる場所であると考えられる．一方，地点 B では，若いクロマ

ツ 優占し，地点 Aに比べ出現する植物の種数 少ない．そして地点 Cまで行くと，地点 Aと似た景観

0        1km 

大正溶岩 

 横断遊歩道 
⑭ 

地点 A 

地点 B 

地点 C 
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となる．溶岩流の両端部（地点 A・C）では植物の種数 多い ，中央部（地点 B）では種数 減少して

いる．なぜ，このような違い みられるのだろうか？ 

 火山地形学の分類では，このあたりは溶岩流の末端部にあたり，比較的傾斜 緩やかで，斜面上部か

ら押し出されてできた溶岩のしわや岩塔 見られる場所である．この３地点では，地形に明瞭な違いは

見らず，また，表層堆積物はいずれも火山灰 堆積していた． 

 地点 B からもう少し南へ進むと，砂防ダムを渡る橋 ある．この河床には水は流れておらず，火山灰

 厚く堆積しており，樹齢３〜５年のクロマツ 生育していた．このことから数年前に台風や大雨で土

石流など 起こった後に定着したクロマツであると推測できる．数年に一度の大雨などで砂防ダムより

あふれた土石流 植生を一度リセットし，再び裸地の状態から遷移 始まるため，地点 B 周辺では若い

クロマツ 優占すると考えられる． 

  

      写真 33 地点 A          写真 34 地点 A周辺の景観 

  

      写真 35 地点 B         写真 36 地点 B付近で見られる橋 
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Ⅵ：高千穂峰火山と新燃岳 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高千穂峰火山は霧島火山群の南東の端に位置し、高千穂峰、高千穂峰の南側にある古高千穂峰、西側

山腹の御鉢、東麓の御池からなる。北西に位置する新燃岳を含め現在も活発な活動を続ける火山群であ

る。新燃岳の 2011年 1月の噴火は記憶に新しい それ以前にも 1962年（昭和 37年）、1959年（昭和

34年）、1822年（文政 4年）、1771年（明和 8年）1717年（享保元年）、1716年（正徳 6年）に噴火

の記録 ある。山体形成時期は 2万 5000年から 1万 5000年前である。高千穂峰西側山腹の御鉢の活動

も活発で、1913年（大正 2年）、1895年（明治 28年）1891年（明治 24年）1889年（明治 22年）1888

年（明治 21年）1880年（明治 13年）、1706年（宝永 2年）、1566年（永禄 9年）、1235年（文歴元年）、

788 年（延歴 7 年）、742 年（天平 14 年）に噴火の記録 ある。噴出物は新燃岳 主に火山灰であるの

に対し、高千穂火山群はスコリア（軽石）である。 

 2011年の新燃岳の噴火の影響は高千穂峰火山にも及んでいる。降灰の影響で御鉢に続く登山道沿いの

アカマツ 枯れているのだ。登山道は登り口（高千穂河原）の標高 980ｍほどから標高 1120ｍくらいま

で、アカマツ、コナラ、カエデ類にカナクギノキ、ハリギリ、ヤシャブシなどを交え、林内にはネジキ、

ノリウツギ、リョウブ、イヌツゲ、コバノガマズミなどの低木 生育する林に被われる 、それより上

高千穂峰 御鉢 

新燃岳 

0 2km 

図Ⅵ-1 霧島火山群 

カシミール 3D（実業之日本社）付属  1：50,000 数値地図 

御池 



64 

 

方はススキやミヤマキリシマの低木や裸地 広 る開けた景観になっている。アカマツは標高 1013ｍく

らいから枯れているもの 目立ち始め、高度 増すにつれ枯れている個体 多くなる。1094ｍより上で

はついに生き残っている個体 ほとんどないといった状態である。林 途切れたあたりから、新燃岳の

火山灰に足元 とられ歩きにくくなってくる。御鉢までの登山道はかつては溶結したスコリアにおおわ

れていて、森林を抜けてからはミヤマキリシマ かなり広い範囲をおおっていたそうである。火山灰を

掘ってみると下から赤い溶結したスコリア 出てきた（写真 39）。降灰の厚さと植生への被害の程度との

関係 知りたいところである。 

 

写真 39 新燃岳の火山灰を掘ると溶結した赤いスコリア

が現れた。スコリアは御鉢からの噴出物である。 

写真 38 新燃岳の南西斜面を望む 

薄い緑色はアカマツ林、濃い緑色は常緑針葉樹の植林 

写真手前は落葉広葉樹林である。 

植生のはっきりした違いをもたらす要因はなにか？ 

写真 37 御鉢への登山道から新燃岳を望む 

 


